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（１）人件費の状況　（平成26年度一般会計決算）

※平成26年度一般会計における市の歳出に占める人件費
の割合を示しています。人件費とは、一般職員の給料、
諸手当、共済費、退職手当負担金などのほか、特別職の
市長、議員などの給料、報酬などを含んでいます。
・平成27年４月１日現在の住民基本台帳人口／ 43,235人
・対象期間　平成26年４月１日〜平成27年３月31日

（２）職員給与の状況
　（平成27年度一般会計予算から抜粋）

※この図は、平成27年度一般会計当初予算に計上された
給与費の内訳構成を示しています。
・職員１人当たりの給与費は6,110千円です。
・職員数367人

平成27年度 吉野川市人事行政の運営等の状況のお知らせ

１ 職員の任免および職員数に関する状況２ 職員給与の状況

（１）職員採用の状況　（平成27年４月１日）
・新規採用職員　　９人（一般行政事務等）
・派遣職員（併任）３人

（２）職員の退職状況
（平成26年４月１日〜平成27年３月31日）

定年退職 勧奨退職 普通退職 合　計
10人 ３人 ３人 16人

（３）部門別職員数の状況（平成27年４月１日現在）
（単位：人）

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

H26 H27

一

般

行

政

部

門

議 会 事 務 局 4 4 0
防 災 局 6 6 0
総 務 部 63 64 1 推進体制の見直し
市 民 部 61 55 △6 推進体制の見直し
健 康 福 祉 部 106 109 3 推進体制の見直し
産 業 経 済 部 21 23 2 推進体制の見直し
建 設 部 34 33 △1 推進体制の見直し
選挙管理委員会事務局 2 2 0
農 業 委 員
会 事 務 局 3 3 0

監査委員事務局 2 2 0
会 計 課 7 7 0
小 計 309 308 △1

教育
部門

教 育 委 員 会 62 59 △3 推進体制の見直し
小 計 62 59 △3

公営
企業
等

部門

経 営 企 画 課 12 6 △6 推進体制の見直し
上 下 水 道 課 12 17 5 推進体制の見直し
国 民 健 康 保 険 13 13 0
介 護 保 険 6 7 1
小 計 43 43 0

合　　　　　計 414 410 △4
※平成26年度は３人、平成27年度は４人の県職員を含む。
　教育委員会の職員数は、教育長を除く。

（４）年齢別職員数の状況（平成27年４月１日現在）
名

期末・勤勉手当
5億8,209万
2千円

人件費
32億9,790万7千円
16.8%

人件費以外
163億5,296万8千円
83.2%

平成26年度
一般会計決算

歳　 出 　額
196億5,087万

5千円

職員手当
2億1,341万円

給　料
14億4,677万1千円

平成27年度
一般会計当初予算
職員給与費
22億4,227万

3千円
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（３）職員の平均給与月額および平均年齢の状況
　（平成27年４月１日現在）

※この図は、平成27年度当初予算に計上した一般会計の
給与の平均額を職種別に表しています。

（給与とは、基本給である給料と職員手当を合わせたもの
です。）

（４）職員の初任給の状況（平成27年４月１日現在）

区　　分
吉野川市 国
初任給 初任給

一般行政職
（大卒） 174,200円 174,200円
（高卒） 142,100円 142,100円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成27年４月１日現在）

区　　分 経験年数
10年〜 14年

経験年数
15年〜 19年

経験年数
20年〜 24年

一　般
行政職

（大卒） 283,200円 330,500円 368,200円

（高卒） 236,800円 298,800円 354,400円

区　　分 経験年数
25年〜 29年

経験年数
30年〜 34年

経験年数
35年以上

一　般
行政職

（大卒） 387,500円 400,500円 407,700円

（高卒） 365,600円 385,700円 401,800円

（６）一般行政職の級別職員数の状況
（平成27年度一般会計予算書から抜粋）

区分 標準的な職務 職員数
（人）

構成比
（％）

参考構成比
（％）

平成26年度

７級 部長、次長またはこれに相
当する職務 17 6 6

６級

１課長またはこれに相当す
　る職務
２特に困難な業務を分掌す
　る課長補佐またはこれに
　相当する職務

44 14 12

５級
１課長補佐またはこれに相
　当する職務
２困難な業務を分掌する主
　査の職務

85 28 25

４級
１係長またはこれに相当す
　る職務
２主査の職務

53 18 18

３級
特に高度の知識または経験
を必要とする業務を行う職
務

43 14 18

２級
定型的な業務を行う職務

32 11 8
１級 26 9 13

計 300 100 100

（７）特別職の報酬等の状況　（平成27年度）

区　分
給料月額等

期末手当
４月１日現在

給
料

市　長 837,000円

6月期　1.40月分
12月期　1.65月分

計　　3.05月分

副市長 676,800円

教育長 610,600円

報
酬

議　長 430,000円

副議長 380,000円

議　員 350,000円
●政務活動費（議員の調査研究に資するために必要な経費）
　交付対象：会派に対して交付（条例第２条）
　交付金額：月額２万５千円×会派に所属する議員数（条例第３条）
　※年度末において残額があった場合は、返還（条例第８条）

（８）職員手当の状況（平成27年度）
●期末・勤勉手当

期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.750月分

12月期 1.375月分 0.750月分

計 2.60月分 1.5月分

加算措置 職制上の段階、職務の級等による
加算措置あり

●住居手当
区分 支　給　金　額

借　家

借　間

◦月額23,000円以下の家賃等を支払ってい
　る職員。
　（家賃額から12,000円を控除した額。）
◦月額23,000円を超える家賃等を支払って
　いる職員。
　（23,000円を超える額の1/2に11,000円を加
　えた額。）
　（最高支給限度額27,000円）

●退職手当
自己都合 勧奨・定年

勤 続 20 年 20.44500月分 25.55625月分

勤 続 25 年 29.14500月分 34.58250月分

勤 続 35 年 41.32500月分 49.59000月分

最 高 限 度 額 49.59000月分 49.59000月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例加算
（３%〜 30%加算）

退 職 時 特 別 昇 給 なし

●時間外・休日勤務手当（一般会計決算より）
年　　　　　度 平成26年度

支 給 総 額 66,695千円

職員１人当たりの平均支給額 179,771円

給料 327,410円 職員手当 28,715円

給料 312,180円 職員手当 9,619円

給料 348,776円 職員手当 17,565円

一般行政職
300人

教育関係職
26人

技能労務関係職
44人

321,799円（41.2歳）

366,341円（51.0歳）

356,125円（42.7歳）
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（９）国との給料月額の水準比較
　　 （ラスパイレス指数）の状況

基　準　日 平成27年４月１日現在

一般行政職 98.6

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給料を100とした場
　合の市職員の給与水準を示したものです。

（１）勤務時間の状況（平成27年度）

勤
　
務
　
時
　
間
　
な
　
ど

本庁などの場合
　月曜日〜金曜日（休日除く）
　　勤務時間：８時30分〜 17時15分
　　　　　　　（うち休憩時間60分）

保育所・こども園の場合
　月曜日〜金曜日（休日除く）
　　勤務時間：７時30分〜 19時00分（うち
　　　　　　　休憩時間60分）までの間で
　　　　　　　７時間45分（時差勤務）
　土曜日（休日除く）
　　保育所
　　勤務時間：８時15分〜 17時30分（うち
　　　　　　　休憩時間60分）までの間で
　　　　　　　７時間45分（時差勤務）
　　こども園
　　勤務時間：８時〜 17時30分（うち休憩
　　　　　　　時間60分）までの間で
　　　　　　　７時間45分（時差勤務）

幼稚園の場合
　月曜日〜金曜日（休日除く）
　　勤務時間：７時45分〜 17時00分（うち
　　　　　　　休憩時間60分）までの間で
　　　　　　　７時間45分（時差勤務）

（２）休暇制度の状況（平成26年）
●年次有給休暇

年 次 有
給 休 暇
の 概 要

制　度　概　要 平均取得日数

１年につき20日付与。
現年付与分のみ翌年に
繰り越し可

11.7日

●育児休業の取得状況
　（平成26年度に新たに育児休業を取得した職員数）

区　　　分 育児休業取得者数（人）

男 性 職 員 ０

女 性 職 員 ７

計 ７

●扶養手当

扶 養 親 族 配偶者が
扶養親族

配偶者が扶養
親 族 で な い 配偶者なし

配 偶 者 13,000円 − −

子・父母等のうち１人目 6,500円 6,500円 11,000円

子・父母等のうち２人目 6,500円 6,500円 6,500円

その他の扶養親族 6,500円 6,500円 6,500円

15 〜 22歳の子の加算 5,000円 5,000円 5,000円

※扶養親族とは、主として職員に扶養されている者。
　子とは、満22歳に達する日以降の最初の３月31日
　までの間にある子。

●通勤手当
支給月額

自動車等を使用し通勤距離が２キロメートル以上の
ものに支給される。

２ ㎞〜５ ㎞未満
５ ㎞〜10 ㎞未満
10 ㎞〜15 ㎞未満
15 ㎞〜20 ㎞未満
20 ㎞〜25 ㎞未満
25 ㎞〜30 ㎞未満
30 ㎞〜35 ㎞未満
35 ㎞〜40 ㎞未満
40 ㎞〜45 ㎞未満
45 ㎞〜50 ㎞未満
50 ㎞〜55 ㎞未満
55 ㎞〜60 ㎞未満
60 ㎞以上

2,000円
4,200円
7,100円

10,000円
12,900円
15,800円
18,700円
21,600円
24,400円
26,200円
28,000円
29,800円
31,600円

●特殊勤務手当
年　　度 平成26年度

手 当 支 給 職 員 数 101人

支 給 総 額 12,990千円

職員1人当たりの平均支給額 124,941円

手 当 の 種 類 19種類

代
表
的
な
手
当

名　　称 支給対象

市税事務従事手当 市税徴収金の徴収および
税務業務に従事する職員

ケースワーカー業務
従事手当

福祉に関する業務に専ら
従事する職員

清掃業務従事手当 ごみ収集業務等に従事す
る職員

汚水処理作業従事手
当

汚水処理業務に従事する
職員

感染症防除等業務従
事手当

感染症等防除業務に従事
したとき

行路病人・死亡人取
扱業務従事手当

行路病人・死亡人の取扱業
務に実地に従事したとき

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
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●特別休暇

主
　
な
　
特
　
別
　
休
　
暇
　
な
　
ど

種　　　　類 内容、取得条件等 付与日数

ド ナ ー 休 暇 職員が骨髄移植のための骨髄液の提供者として、検査、入院等が
必要なとき 必要期間

結 婚 休 暇 職員の結婚に伴う必要と認められる行事等 10日を超えない期間

産 前 休 暇 ８週間以内（多児出産の場合は14週間）に出産予定である職員 出産の日までの申出期間

産 後 休 暇 職員が出産したとき ８週間以内の期間

育 児 時 間 休 暇 生後満１年に達しない子を育てる職員が、必要と認められる授乳
等を行うため勤務しないことがやむを得ないと認められるとき １日２回それぞれ30分以内の期間

妊 娠 通 勤
緩 和 休 暇

妊娠中の職員が、通勤に伴う負担を緩和するため勤務しないこと
がやむを得ないと認められるとき １日60分以内の期間

妊娠または分娩後
の 保 健 指 導 ま た
は 健 康 診 査 休 暇

妊娠中または分娩後に母子保健法第10条または第13条に規定する
保健指導または健康診査を受ける場合

区分　妊娠７月　　　　　 ４週間に１回
　 　 〃 ８〜９月　　　 ２週間に１回
　 　 〃 10 〜分娩まで　１週間に１回

　　　分娩後１年まで　　　　　 　１回

生 理 休 暇 生理日において勤務することが著しく困難な場合 ３日を超えない範囲で必要と認める期間

妊 娠 障 害 休 暇 職員が妊娠障害のため勤務が著しく困難な場合 当該妊娠期間中、７日の範囲内

配偶者出産休暇 職員が妻の出産に伴い出産の付添い等の場合 出産のため入院等する日から、出
産から２週間の期間で３日以内

子 の 看 護 休 暇 小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員が、その子を
看護する必要があるとき

１つの年に５日以内
（２人以上は、10日以内）

短期の介護休暇 負傷、疾病または老齢により２週間以上の期間にわたり日常生活を
営むのに支障がある者の介護その他の世話をする必要があるとき

１つの年に５日以内
（２人以上は、10日以内）

忌 引 休 暇 職員の親族が死亡したとき

続柄に応じて付与
　　配偶者　　　　10日以内
　　血族父母　　　10日以内
　　 〃 子　　　　７日以内
　　姻族父母　　　３日以内等

リフレッシュ休暇 在職期間が10年、15年、20年、25年、30年、35年、40年に達した
職員が心身のリフレッシュを図るとき ５日以内

夏 期 休 暇 夏期における諸行事、心身の健康の保持および増進等を行うとき ７月から９月までの期間で、６日以内

処分者等の状況
（平成26年４月１日〜平成27年３月31日）

分限処分　　　　　　　　懲戒処分
処分内容 処分者数（人） 処分内容 処分者数（人）

免職 ０ 免職 ０

降任 ０ 停職 ０

休職 ０ 減給 ０

降給 ０ 戒告 ０

失職 ０

職員服務の基準
（平成26年４月１日〜平成27年３月31日）

　地方公務員法第30条　全ての職員は、全体の奉
仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職
務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念
しなければならない。

４ 職員の分限および懲戒処分の状況　以下、第32条から第38条の規定による違反者は
ありませんでした。

　高度化、多様化する住民ニーズに的確に対応する
ため、職員の資質・勤務能率の向上に努めています。
昨年度の職員研修の状況は次表のとおりです。

（平成26年４月１日〜平成27年３月31日）
研修の名称

（派遣研修）
受講者数

（延べ人） 研修の内容

派遣研修
（徳島県自治研修センター）

（自治大学校）
（市町村アカデミー等）

（徳島県市町村課）

108

1
22

1

法制執務・パソコン研修・
事例で学ぶ民法講座等
公共政策
課税事務・財務事務・子
育て支援等
地方行政・地方財政等

職場内研修 822
新規採用職員研修・人権
研修・交通安全研修・コ
ンプライアンス研修・メ
ンタルヘルス研修等

合　　　計 954

５ 職員の服務の状況

６ 職員の研修の状況
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●問い合わせ	 市総務課
	 ☎22-2231

（１）福利厚生
　地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する計画を立て、実施しなければなりません。
現在市職員に対して適用されている共済制度は、これに基づき定められた地方公務員共済組合法によって
徳島県市町村共済組合が制度を運用、実施しています。また、職員は一般財団法人徳島県市町村職員互助
会に加入し福利厚生の充実を図っているほか、健康診断などを行っています。これら福利厚生制度の主な
内容は次のとおりです。

区　　分 内　　　　　　　　　　　　　　容

共 済 制 度

⃝短期給付＝公務外の病気やケガの治療、出産、死亡、休業、災害時の給付
　⃝保健給付＝療養給付、高額療養費など
　⃝休業給付＝傷病手当金、出産手当金、育児休業手当金など
　⃝災害給付＝弔慰金、災害見舞金、家族弔慰金
⃝長期給付＝老後の経済生活を支援するための給付
　⃝退職共済年金＝組合期間や一定の条件を満たすことにより65歳から支給（65歳未満で
　　受給できる特例あり）
　⃝障害共済年金・一時金＝組合員が在職中に病気やケガで障害が残る状況になったとき
　　に支給
　⃝遺族共済年金＝組合員または組合員であった者が死亡したときに遺族に支給
⃝福祉事業＝保健、貯金、貸付などの各事業
　⃝保健事業＝健康診断助成、健康管理研修助成、保健指導など
　⃝貯金事業＝定期・積立貯金の受入
　⃝貸付事業＝普通貸付、住宅貸付、災害貸付、医療貸付、入学・修学貸付など

職 員 互 助 会
⃝給付事業＝医療費補助、入院見舞金、結婚・出産祝金、育児・介護休業など
⃝助成事業＝人間・脳ドック、保養所利用、公的資格取得、文化体育活動など

職員の保健等に
関すること

健康診断（基本健診、胸部レントゲン検査、肝炎ウイルス検査、前立腺がん検査、胃部レ
　　　　　ントゲン検査、婦人がん検診、大腸がん健診）

７ 職員の福利厚生および利益の保護の状況

（２）公務災害
（平成26年４月１日〜平成27年３月31日）

　職員が公務中あるいは通勤途上で死亡し、また
は負傷や疾病により障害を負った場合などは、地
方公務員災害補償法に基づきその補償を受けるこ
とができますが、平成26年度公務災害として申請・
認定された事案は次のとおりです。

加入団体 災害認定件数 災害の概要

地方公務員災
害補償基金徳
島県支部

２
熱中症
左第２指裂傷

（１）公平委員会の概要
　公平委員会は、地方公務員法第７条第２項の規
定により設置されており、その権限は同法８条第
２項において定められております。その主な内容
は次のとおりです。

８ 公平委員会に係る業務の状況

⃝職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関す
る措置の要求を審査し、判定し、および必要な
措置を執ること

⃝職員に対する不利益な処分についての不服申し
立てに対する決裁または決定をすること

⃝職員の苦情を処理すること

（２）公平委員会の業務状況
（平成26年４月１日〜平成27年３月31日）

業　務　の　種　別 件　数

勤務条件に関する措置の要求の状況 ０　件 

不利益処分に関する不服申立ての状況 ０　件

苦情の処理の状況 ０　件
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●問い合わせ　市税務課　☎22-2215

　地方税法等の一部改正により、平成28年度から軽自動車税が以下のように変更になります。
　平成27年度以降に新規取得（初度検査）された軽四輪などの車両には、新税率が適用されます。また、
グリーン化を進める観点から環境負荷の大きい車両に対して、重課税率が適用されます。

・・・ 平成28年度から軽自動車税が変わります ・・・

②軽四輪などの車両（「初度検査年月」によって税額が異なります。）
※初度検査年月とは、最初の新規検査を受けた年月で車検証に記載されています。

車種区分 年　　　　税　　　　額
※（１）現行税率 ※（２）新税率 ※（３）重課税率

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

四輪以上
乗用 自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用 自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

※（１）現行税率は、平成27年３月31日までに初度検査を受けた新車に、初度検査から13年を経過するまで適用されます。
※（２）新税率は、平成27年４月１日以降に初度検査を受けた新車に適用されます。
※（３）重課税率は、初度検査後13年を経過した軽自動車に対して平成28年度から適用されます。ただし、動力源または内
　燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電気併用の軽自動車並びに被けん引車を除きます。

①原付や125cc以上のバイクなどの車両

車種区分 年　　税　　額
平成27年度まで 平成28年度から

原付

50cc以下 1,000円 2,000円
50cc超90cc以下 1,200円 2,000円
90cc超125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円
軽二輪（125cc超250cc以下） 2,400円 3,600円

小型二輪（250cc超） 4,000円 6,000円

小型特殊 農耕作業用 1,600円 2,000円
その他 4,700円 5,900円

車種区分 標準税率 軽　　　　課
25％軽減 50％軽減 75％軽減

四輪以上の自家用乗用車 10,800円 8,100円 5,400円 2,700円

【軽課を適用した場合の標準税率（例）】

【重課税率が適用される年度】
例１　平成14年以前に初度検査を受けた車両	 →　平成28年度から適用
例２　平成15年１月～平成16年３月に初度検査を受けた車両	 →　平成29年度から適用
例３　平成16年４月～平成17年３月に初度検査を受けた車両	 →　平成30年度から適用

《軽自動車税のグリーン化特例（軽課）》
平成27年４月１日から平成28年３月31日までに新規取得した三輪・軽四輪で、排出ガス性能および燃費性能の
優れた環境負荷の小さい軽自動車の平成28年度の軽自動車税に適用されます。（１年のみ）

【軽乗用車】 内　　容 【軽貨物車】 内　　容
電気自動車等 おおむね 75％ 電気自動車等 おおむね 75％

H32年度燃費基準
＋20％達成車 おおむね 50％ H27年度燃費基準

＋35％達成車 おおむね 50％

H32年度燃費基準
達成車 おおむね 25％ H27年度燃費基準

＋15％達成車 おおむね 25％

※電気自動車等：電気自動車および天然ガス自動車です。
※ガソリン車・ハイブリッド車は、いずれも平成17年排出ガス基準75％低減達成車に限ります。
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●問い合わせ　川島税務署　☎25-2211
（自動音声でご案内しますので、案内に従ってご用件の番号を選択してください。）

所得税及び復興特別所得税について 《川島税務署からのお知らせ》

　平成27年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告の相談及び申告書の受け付けは、平成28年２
月16日（火）から同年３月15日（火）までです。還付申告は、平成28年２月15日（月）以前でも行うこと
ができます（税務署の閉庁日（土・日曜・祝日など）は、税務署では相談および申告書の受け付けは行っ
ておりません）。
　また、申告書はe-Tax（国税電子申告・納税システム）による送信、郵便や信書便による送付また
は税務署の時間外収受箱への投かんにより提出することができます。

　所得税及び復興特別所得税の確定申告は、毎年１月１日から12月31日までの１年間に生じた全て
の所得の金額とそれに対する所得税及び復興特別所得税の額を計算し、申告期限までに確定申告書を
提出して、源泉徴収された税金や予定納税で納めた税金などとの過不足を精算する手続きです。
　期限間近になると、税務署は大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。申告書はご
自分で作成し、できるだけお早めに提出してください。
　※日本国内に住所がある、または、現在まで引き続いて１年以上居所がある方は、所得が生じた場所が国

　の内外を問わず、その全ての所得について所得税を納める義務があります。

　確定申告書は「信書」に該当しますので、税務署に送付する場合は、「郵便物」（第一種郵便物）ま
たは「信書便物」として、早めに送付してください（郵便物・信書便物以外の荷物扱いで送付するこ
とはできません。）。

　確定申告による所得税及び復興特別所得税の納期限は平成28年３月15日(火)です。申告書の提出
後に、納付書の送付や納税通知などによる納税のお知らせはありません。
①振替納税を利用
　振替日（平成28年４月20日（水））に指定の金融機関の預貯金口座から自動的に引き落とされますの
で、事前に口座の残高をご確認ください。
＊振替納税をお申込みの場合は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を平成28年３月15日（火）ま

でに提出してください。
＊振替納税は申告期限までに申告書を提出された場合に限り利用できます。
＊転居などにより所轄税務署が変わった場合や、既に振替納税で指定している金融機関や口座を変更する場

合には、新たに振替納税（変更）の手続きが必要となります。
＊インターネット専用銀行などの一部金融機関およびインターネット支店などの一部店舗では、振替納税が

利用できませんので、ご利用の可否については取引先の金融機関にご確認ください。
②現金で納付
　現金に納付書を添えて、金融機関（歳入代理店）または税務署で納付してください。納付書をお持
ちでない方は、税務署または金融機関に用意してある納付書を使用してください。
＊金融機関に納付書がない場合には、税務署にご連絡ください。

③電子納税を利用
　自宅やオフィスなどからインターネットなどを利用して納付できます。
　詳しくは、e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

所得税及び復興特別所得税の確定申告とは

申告書の税務署への送付について

納付期限と納税の方法について
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個人番号カードの申請の取り消しを希望する方は市民課までご連絡ください。
　※申請時の写真は返却できませんのでご了承ください。

●問い合わせ　市市民課　☎22-2210

「個人番号カード」の受け渡し時期について

マイナンバーの「通知カード」・「個人番号カード」Ｑ＆Ａ

マイナンバーの「通知カード」の受け取りはお早めに‼

　「個人番号カード」交付申請者に対しカードの受け渡しを１月から順次行っておりますが、窓口が大変
混み合い、ご迷惑をおかけしています。現在、カード交付の集中と交付システムの不具合などの発生により、
交付時間および受け渡し時期が大幅に遅れる見込みです。今しばらく「個人番号カード」の受け渡し準備
が整ったことをお知らせする「交付通知書」が届くまでお待ちください。

Ｑ．マイナンバーの「通知カード」を紛失しました。どうすればいいですか？
Ａ．「通知カード」の再発行を希望する場合は、再交付申請が必要となりますが、一人あたり手数料500

円が必要です。また、転送不要の簡易書留での郵送となりますので、即日交付はできません。マイ
ナンバーは、マイナンバー記載の住民票（手数料一通450円）を取得していただくことで確認する
ことができます。ただし、マイナンバーが記載されているため、提出用としては使用できない場合
がありますので、取り扱いには十分ご注意ください。

Ｑ．「個人番号カード」は必ず申請しないといけませんか？
Ａ．必ず申請する必要はありません。交付を希望される方のみ申請してください。

Ｑ．「個人番号カード」の受け取りを本人に代わって家族ができますか？
Ａ．受け取りは、原則本人に限ります。ただし、本人が病気や身体の障がいなどのやむを得ない理由（証
明書などが必要）により、交付場所（市民課）にお越しになることが難しい場合に限り、代理人にカー
ドの受け取りを委任できます（本人および代理人ともに顔写真付き本人確認書類をお持ちの場合の
み）。仕事や学校などの理由は認められていません。
詳細については市民課（本館１階）までお問い合わせください。

　郵便局での保管期間経過や郵便物の転送届により、「通知カード」をまだ受け取っていない方は、必要
書類を準備のうえ市民課までお越しください。受取期日（平成28年４月28日）を過ぎますと通知カード
は破棄されますので、ご了承ください。※受け取りに必要な書類などの詳細については、広報よしのがわ
12月号（第135号４〜５ページ）を参照ください。

住所や氏名などの変更があれば
手続きが必要です

　「個人番号カード」をお持ちの方は、住所
や氏名などの変更に伴いカードへ新しい住
所・氏名などの追記が必要です。手続きの際
は、必ずお持ちください。
　なお、変更手続きについては、市民課でし
か行えませんので、ご注意ください。

個人番号カードを申請後、
転出される方はご注意ください

　個人番号カードを受け取る前に吉野川市か
ら転出される方は、転出手続きの際に窓口へ
申し出てください。吉野川市で受け取らずに
転出してしまった場合、その個人番号カード
は破棄されますので、転入先の住所地で新た
に個人番号カードの申請が必要です。
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　マイナンバー制度の開始により、市役所での一部の手続きで、「個人番号カード」ま
たは「通知カード」の提示が必要となります。
　主な届け出や申請などについては次のとおりですので、手続きの際には、必要書類
と一緒に「個人番号カード」または「通知カード」をご持参ください。

【「個人番号カード」または「通知カード」が必要となる主な届け出や申請】

　広報よしのがわ12月号８ページの「平成28年から税務証明交付申請に個人番号カー
ドが必要となります」について、マイナンバー制度の開始により、平成28年から税務
証明の交付申請をする際、対象となる方の個人番号カードの提示が必要となることを、
総務省自治税務局からの通知に基づきお知らせしました。
　しかし、その後、本人確認手続きなどの負担の軽減を目的として、税務証明の交付
申請については、個人番号の記載の有無を各地方団体で判断するものと取り扱いが改
められました。
　このことにより、『吉野川市としては当面の間、税務証明の交付申請において、個人
番号（法人番号は除く）の記載は求めない』との取り扱いに変更します。
　市民の皆様には深くお詫びの上、訂正いたします。

市役所での届け出および申請に「個人番号カード」
または「通知カード」が必要となる場合があります

税務証明の交付申請の際、個人番号は必要ありません

～広報よしのがわ12月号の訂正～

●問い合わせ　市税務課　☎22-2215

●問い合わせ　詳細については、担当課へ直接お問い合わせください。

届け出、申請など 担当課（場所） 電話番号
国民健康保険関係、後期高齢者医療関係 国保年金課（本館１階） 22-2213
国民健康保険（加入・喪失・保険証再交付） 市民課（本館１階） 22-2210
児童手当、児童扶養手当、ひとり親家庭等医療、子どもは
ぐくみ医療、保育所・認定こども園の利用 子育て支援課（本館１階） 22-2266

妊娠届 健康推進課（本館１階） 22-2268
資産税の減免、軽自動車税の減免、特別土地保有税の減
免、償却資産の申告 税務課（本館２階） 22-2215

要介護認定関係、介護保険給付関係、介護保険負担限度
額認定 介護保険課（本館２階） 22-2264

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金 社会福祉課地域福祉係
（本館２階） 22-2261

障がい者手帳、障がい者手当、自立支援医療、障がい福祉
サービス、障がい児通所サービス、補装具

社会福祉課障がい福祉係
（本館２階） 22-2263

生活保護 社会福祉課生活支援係
（本館２階） 22-2262

幼稚園の利用 学校教育課（東館３階） 22-2273
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●問い合わせ　市子育て支援課　☎22-2266
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●問い合わせ　市都市計画住宅課　☎22-2225

高
め
る
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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外
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権
関
係
施
設
へ
研
修
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
奈
良

県
の
水
平
社
博
物
館
で
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

吉
野
川
市
合
同
交
流
会

　

吉
野
川
市
に
あ
る
他
の
集
会
所
と

の
交
流
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
合
同
で
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
行
い
ま
し
た
。

集
会
所
ま
つ
り

　

集
会
所
の
こ
と
を
み
ん
な
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
地
域
の
子
ど
も
が

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
２
月

20
日
㈯
に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

書
道
教
室

　

毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日
に
、
書

道
の
先
生
を
招
い
て
書
道
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。
作
品
は
西
麻
植
会

館
祭
で
展
示
し
ま
す
。

保
護
者
会
研
修
会

　

年
に
数
回
、
保
護
者
・
教
職
員
を

対
象
に
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
負
け
じ
と
大
人
も
勉
強
を

し
て
人
権
感
覚
を
磨
い
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

　

西
麻
植
教
育
集
会
所
は
、
子
ど
も

た
ち
が
差
別
に
負
け
な
い
力
を
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
日
々
の
活
動
や
行
事
を
通
し

て
、
保
護
者
・
地
域
・
学
校
が
協
力

し
て
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
活
動
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

学
習
会
の
実
施

　

西
麻
植
教
育
集
会
所
に
お
い
て
、

児
童
・
生
徒
が
、
火
・
木
・
金
曜
日

に
小
・
中
学
校
の
先
生
の
指
導
の
も

と
、
国
語
・
算
数
を
中
心
に
勉
強
し

て
い
ま
す
。

つ
ば
く
ろ
の
家

　
「
つ
ば
く
ろ
」
と
は
ツ
バ
メ
の
こ
と

で
す
。
毎
年
、
夏
と
秋
に
西
麻
植
小

学
校
の
５
・６
年
生
を
対
象
に
宿
泊
を

伴
う
人
権
学
習
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
児
童
の
自
主
・
自
律
や
社
会
的

立
場
の
自
覚
を
深
め
て
い
ま
す
。

一
泊
研
修

　

毎
年
夏
休
み
に
、子
ど
も・
保
護
者
・

教
職
員
・
地
域
の
方
々
と
と
も
に
一

泊
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
牟
岐
少
年
自
然
の
家
で
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
互
い
の
人
権
感
覚
を

人
権
と
ぴ
っ
く
す

西
麻
植
教
育
集
会
所

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　次の条件を満たす大規模な土地取引の契約（予約を含む）をしたときは、権利取得者（売買の場
合であれば買主）は、契約を結んだ日を含めて２週間以内に、土地の所在する市区町村へ届け出な
ければなりません。
【取引の形態】
○売買　○交換　○営業譲渡　○譲渡担保　○代物弁済　○現物出資　○共有持分の譲渡　
○地上権・賃借件の設定・譲渡　○予約完結権・買戻権等の譲渡　○信託受益権の譲渡　
○地位譲渡
(これらの取引の予約である場合も含みます)
【取引の規模(面積要件)】
① 市街化区域	 2,000㎡以上
② ①を除く都市計画区域	 5,000㎡以上
③ 都市計画区域以外の区域	 10,000㎡以上

　届け出には次の書類が必要です。
○届出書
○土地取引に係る契約書の写し
○土地の位置を明らかにした縮尺５万分の１以上の地形図
○土地およびその付近の状況を明らかにした縮尺５千分の１以上の図面
○土地の形状を明らかにした図面
○その他（委任状など）
　詳しくは、都市計画住宅課都市計画係（東館２階）までお問い合わせください。

一定面積以上の大規模な土地取引には
国土利用計画法に基づく届け出が必要です

※個々の面積は小さくても、権利取得
者が権利を取得する合計面積が規模
を超える場合は、届け出が必要です。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
自
転
車
は　

す
ぐ
に
止
ま
れ
る　

ス
ピ
ー
ド
で	
川
原　
　

紺
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
３
年
）
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第
５
回
よ
し
の
が
わ
幸

せ
た
く
さ
ん
子
だ
く
さ

ん
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

12
月
３
日
、
市
役
所
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
人
権
の
花
運
動
写

生
大
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
上
浦
小
学
校

最
優
秀
賞

　

上　

野　

世
理
香
（
４
年
）

優
秀
賞

　

阿　

部　

若　

奈
（
４
年
）

　

近　

久　

未
耶
華
（
４
年
）

　

真　

鍋　

至　

憧
（
４
年
）

　

野　

口　

は　

な
（
４
年
）

〇
牛
島
小
学
校

最
優
秀
賞

　

高　

橋　

叶　

愛
（
４
年
）

優
秀
賞

　

妹　

尾　

ひ
か
り
（
４
年
）

　

武　

市　

侑　

翔
（
４
年
）

　

12
月
28
・
29
日
、
市
消
防
団
の

年
末
警
戒
が
各
方
面
の
消
防
団
ご

と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
が
車
や
徒
歩
で
、
市

民
の
方
に
火
の
用
心
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

12
月
６
日
、
東
児
島
老
人
憩
の

家
で
児
島
自
主
防
災
会
（
会
長
・

明
石
陸
雄
）
の
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
児
島
地
区
の
児
童

や
住
民
が
参
加
し
、
消
防
署
と
地

元
消
防
団
の
指
導
の
も
と
、
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
や
土
の
う
作
成
、
初
期

消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
資
機
材
の
点
検
お

よ
び
取
扱
訓
練
も
行
い
、
災
害
発

　

12
月
12
日
、
川
島
公
民
館
に
お

い
て
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て

男
女
23
人
の
参
加
に
よ
り
、「
第

５
回
よ
し
の
が
わ
幸
せ
た
く
さ
ん

子
だ
く
さ
ん
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
女
性
は
、
幸
田
貴
美

子
さ
ん
の
指
導
の
も
と
運
動
教
室

を
行
い
、
男
性
は
、
テ
レ
ビ
で
お

な
じ
み
の
武
田
真
由
美
さ
ん
の
指

導
に
よ
り
、
ス
タ
ミ
ナ
メ
ニ
ュ
ー

を
作
り
、
昼
食
に
皆
さ
ん
で
試
食

し
ま
し
た
。

　

12
月
19
・
20
日
、
美
郷
の
高
開

地
区
で
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
美
郷
宝
さ
が
し
探
検
隊
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

幾
重
に
も
連
な
る
段
々
畑
の
石

積
み
が
、
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ
、

美
郷
の
冬
空
に
幻
想
的
な
光
景
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
々
は
、
創
作
ダ
ン
ス

な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
、
あ
め
湯
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
し
な
が

ら
、
暗
闇
に
映
え
る
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

生
時
に
円
滑
に
活
動
が
行
え
る
よ

う
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日

頃
か
ら
の
防
災
に
対
す
る
心
構
え

や
事
前
の
備
え
の
大
切
さ
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

　

佐　

藤　

莉　

子
（
４
年
）

　

角　
　
　

亮　

磨
（
４
年
）

　

午
後
か
ら
は
イ
ン
テ
リ
ア
オ
ー

ガ
ナ
イ
ザ
ー
で
あ
る
常
磐
香
織
さ

ん
に
よ
る「
将
来
設
計（
マ
イ
ホ
ー

ム
）」を
テ
ー
マ
と
し
た
マ
イ
ホ
ー

ム
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
８
月
か
ら

毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

地域の安心と安全を守る消防団員

上浦小学校

牛島小学校

きゅうりの千切りと格闘

マイホームについて勉強

優美で幻想的な雰囲気に包まれた
石積みのライトアップ　　　　　

防災意識が高まりました

「
人
権
の
花
運
動
」

写
生
大
会
表
彰
式

児
島
自
主
防
災
会
訓
練

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

消
防
団
年
末
警
戒

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
安
全
は　

気
持
ち
ひ
と
つ
で　

変
わ
る
ん
だ	

南　
　

櫂
人
（
西
麻
植
小
学
校
４
年
）
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１
月
10
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
吉
野
川
市
消
防
団
の
出

初
式
が
開
催
さ
れ
、
功
労
者
へ
の

表
彰
や
観
閲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

徳
島
県
知
事
表
彰

▼
村
本
和
生
（
鴨
島
方
面
第
４
分

団
分
団
長
）
▼
元
村
耕
造
（
鴨
島

方
面
第
７
分
団
分
団
長
）
▼
岡
田

克
己
（
鴨
島
方
面
第
８
分
団
分
団

長
）
▼
阿
部
通
彰
（
川
島
方
面
第

１
分
団
分
団
長
）▼
佐
藤
政
俊（
川

島
方
面
第
７
分
団
副
分
団
長
）
▼

榎
本
博
（
山
川
方
面
第
１
分
団
分

団
長
）
▼
椙
原
祥
文
（
山
川
方
面

第
５
分
団
副
分
団
長
）
▼
和
泉
隆

啓（
美
郷
方
面
第
５
分
団
分
団
長
）

徳
島
県
消
防
協
会

◇
功
績
章

▼
武
智
弘
哲
（
鴨
島
方
面
第
１
分

団
分
団
長
）
▼
藤
田
正
光
（
鴨
島

方
面
第
９
分
団
分
団
長
）
▼
斎
藤

忠
次
（
鴨
島
方
面
第
11
分
団
分
団

長
）
▼
内
田
新
（
川
島
方
面
第
２

分
団
分
団
長
）
▼
佐
藤
清
人
（
川

島
方
面
第
４
分
団
分
団
長
）
▼
山

内
成
仁
（
山
川
方
面
第
７
分
団
副

分
団
長
）
▼
伊
月
学
（
山
川
方
面

第
８
分
団
分
団
長
）
▼
後
藤
田
博

之（
美
郷
方
面
第
２
分
団
分
団
長
）

◇
精
績
章

▼
栗
本
浩
志
（
鴨
島
方
面
第
２
分

団
分
団
長
）
▼
竹
内
喜
代
次
（
鴨

島
方
面
第
３
分
団
分
団
長
）
▼
渡

部
公
（
鴨
島
方
面
第
３
分
団
副
分

団
長
）
▼
田
村
和
男
（
鴨
島
方
面

第
５
分
団
分
団
長
）
▼
西
岡
和
夫

（
鴨
島
方
面
第
７
分
団
副
分
団
長
）

▼
村
橋
勇
（
鴨
島
方
面
第
12
分
団

分
団
長
）
▼
後
藤
田
和
彦
（
川
島

方
面
第
５
分
団
分
団
長
）
▼
重
本

等（
川
島
方
面
第
９
分
団
分
団
長
）

　

沿
道
か
ら
の
熱
い
ご
声
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
工
藤
晃
（
川
島
方
面
第
９
分
団

副
分
団
長
）
▼
石
崎
雅
広
（
山
川

方
面
第
１
分
団
部
長
）
▼
増
富
義

明
（
山
川
方
面
第
２
分
団
副
分
団

長
）
▼
山
田
浩
三
（
山
川
方
面
第

４
分
団
班
長
）
▼
井
野
潔
（
山
川

方
面
第
６
分
団
班
長
）
▼
住
友
武

司
（
山
川
方
面
第
８
分
団
部
長
）

▼
東
出
利
光
（
美
郷
方
面
第
４
分

団
分
団
長
）
▼
明
石
穂
（
美
郷
方

面
第
４
分
団
副
分
団
長
）

　

こ
の
ほ
か
、
徳
島
県
消
防
協
会

長
感
謝
状
（
内
助
の
功
）
が
９
人

に
、
吉
野
川
市
分
会
長
表
彰
が
30

人
に
、
吉
野
川
市
長
表
彰
が
43
人

に
、
吉
野
川
市
消
防
団
長
表
彰
が

４
つ
の
分
団
に
、
阿
波
吉
野
川
警

察
署
長
感
謝
状
が
４
人
と
行
方
不

明
者
等
捜
索
協
力
分
団
１
分
団
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
消

防
団
員
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

１
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
徳
島

県
内
を
コ
ー
ス
と
す
る
徳
島
駅
伝

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
10
位
だ
っ
た
吉
野
川
市

チ
ー
ム
は
、
一
桁
順
位
を
め
ざ
し

て
３
日
間
、
懸
命
に
た
す
き
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。
結
果
は
11
位
と
前

回
大
会
か
ら
順
位
を
落
と
し
ま
し

た
が
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
中
高
生
ま

で
「
一
秒
を
削
り
出
せ
」
を
合
い

言
葉
に
気
迫
の
走
り
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
で
は
中
高
生
の

活
躍
が
目
立
ち
、
そ
の
中
で
も
橋

本
尚
斗
選
手
（
鳴
門
高
校
１
年
）

が
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
、
２

日
目
の
敢
闘
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

吉
野
川
市
消
防
団
出
初
式

第
62
回
徳
島
駅
伝

地元で懸命のたすきリレー 吉野川合同庁舎から再出発

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9:00～16:00(土・日・祝日・年末年始除く)

　

１
月
３
日
、
鴨
島
公
民
館
わ
く

わ
く
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
28

年
の
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
新
成

人
３
４
７
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
た
後
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

に
あ
わ
せ
、
恩
師
に
よ
る
ピ
ア
ノ

の
生
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
や
来
賓
の

方
々
の
祝
辞
を
受
け
、
新
成
人
を

代
表
し
て
石
川
優
果
さ
ん
（
川
島

町
）
が
、「
社
会
の
一
員
と
い
う

自
覚
を
し
っ
か
り
持
ち
、
責
任
あ

る
行
動
を
と
っ
て
い
き
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

新成人を代表して謝辞を述べる
石川優果さん　　　　　　　　

成人式実行委員会の皆さん

新春恒例の消防団出初式

平
成
28
年

吉
野
川
市
成
人
式

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
急
い
で
も　

心
の
ブ
レ
ー
キ　

忘
れ
な
い	

戸
田　

琴
音
（
鴨
島
小
学
校
５
年
）
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書
、
年
間
収
入
が
確
認
で
き
る
書
類
、

戸
籍
謄
本
、
住
民
票
、
保
険
証
の
写
し
、

身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
写
し

※
入
所
希
望
者
の
状
況
に
よ
り
他
に
も

必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
。

費
用　

入
所
者
の
収
入
に
応
じ
た
負
担

金
と
、
電
気
・
水
道
代
が
必
要
で
す
。

そ
の
他

▽
入
所
手
続
き
に
は
、
面
接
、
各
種
書

類
の
準
備
、
入
所
判
定
委
員
会
で
の
判

定
が
あ
る
た
め
、
早
め
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
食
事
は
原
則
自
炊
で
す
が
、
別
料
金

で
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

▽
衣
類
、
調
理
器
具
な
ど
の
日
常
生
活

に
必
要
な
物
は
入
所
者
が
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。
寝
具
、
テ
レ
ビ
は
有
料
で
貸

し
出
し
が
あ
り
ま
す
。

▽
洗
濯
、
掃
除
、
通
院
、
買
い
物
な
ど

の
日
常
生
活
の
お
手
伝
い
は
サ
ー
ビ
ス

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▽
在
宅
福
祉
施
設
で
す
の
で
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ

【
申
請
方
法
／
負
担
金
な
ど
】

市
社
会
福
祉
課	

☎
22-

２
２
６
１

【
施
設
／
サ
ー
ビ
ス
内
容
】

高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
や
ま
か
わ

（
社
会
福
祉
法
人
博
友
会
）

	

☎
42-

７
１
１
１

　

災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
の
情
報
を
、
本
市
に
登
録
し

て
お
き
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
避

難
支
援
や
救
助
に
活
用
す
る
た
め
の
制

度
で
す
（
登
録
は
無
料
で
す
）。

該
当
要
件　

①
寝
た
き
り
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

②
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
（
65
歳
以

上
）

③
後
期
高
齢
者
の
み
の
世
帯
（
75
歳
以

上
）

④
身
体
障
が
い
者
手
帳
（
１
級
・
２
級
）

⑤
療
育
手
帳
（
Ａ
判
定
）

⑥
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１

級
・
２
級
）

⑦
要
介
護
３
以
上

⑧
そ
の
他
、
災
害
時
の
避
難
に
支
援
が

必
要
な
方

※
入
院
中
の
方
、施
設
入
所
者
は
除
く
。

申
請
に
つ
い
て

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵

送
の
場
合
は
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
）。

　

な
お
、
要
件
に
該
当
し
て
い
る
が
通

知
が
届
い
て
い
な
い
方
や
、
要
件
に
は

該
当
し
な
い
が
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、

市
社
会
福
祉
課
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課	

☎
22-

２
２
６
１

　

市
内
の
空
き
家
の
有
効
活
用
を
と
お

し
て
、
定
住
促
進
や
都
市
住
民
と
の
交

流
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
空
き
家
情
報
提
供
事
業
「
空
き

家
バ
ン
ク
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
空
き
家
を
所
有
す
る

方
で
、
売
却
や
賃
貸
の
希
望
が
あ
る
方

に
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
、

空
き
家
を
購
入
し
た
い
方
や
借
り
た
い

方
に
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

吉
野
川
市
内
に
空
き
家
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課	

☎
22-

２
２
２
６

　
「
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
や
ま
か

わ
」
と
は
、
高
齢
な
ど
に
よ
り
自
宅
で

の
生
活
に
不
安
が
あ
る
方
に
、
必
要
に

応
じ
て
一
定
期
間
お
部
屋
を
提
供
す
る

在
宅
福
祉
施
設
で
す
。

利
用
期
間　

短
期
間
の
入
所
か
ら
最
長

６
カ
月
ま
で
。

利
用
対
象
者　

原
則
60
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
の
方
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯

で
家
族
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

で
あ
り
、
自
己
管
理
は
で
き
る
が
独
立

し
て
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
方

（
入
院
治
療
や
介
護
が
必
要
で
、
自
立

し
た
生
活
が
困
難
な
方
は
対
象
外
）。

利
用
（
申
請
）
方
法　

事
前
に
施
設
見

学
を
し
て
い
た
だ
き
、
施
設
お
よ
び
社

会
福
祉
課
で
面
接
を
受
け
て
か
ら
申
請

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の

後
、
入
所
判
定
委
員
会
で
入
所
が
認
め

ら
れ
た
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

申
請
書
へ
の
添
付
書
類
等　

健
康
診
断

お
知
ら
せ

「
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
や

ま
か
わ
」の
利
用
に
つ
い
て

吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録

申
請
に
つ
い
て

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
お
願
い

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
歩
道
橋　

安
全
安
心　

つ
ま
っ
て
る	

西
村　

香
美
（
知
恵
島
小
学
校
６
年
）
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吉
野
川
市
で
は
、
企
業
の
立
地
促
進

や
市
民
の
雇
用
機
会
の
拡
大
と
と
も

に
、
経
済
の
発
展
や
市
民
生
活
の
向
上

を
目
的
と
し
て「
企
業
立
地
促
進
条
例
」

を
制
定
し
て
い
ま
す
。

奨
励
措
置
を
受
け
ら
れ
る
業
種

製
造
業
、
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
業
・

水
道
業
、
情
報
通
信
業
、
運
輸
業
、
郵

便
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
、
物
品
賃
貸

業
、
学
術
・
開
発
研
究
機
関
、
デ
ザ
イ

ン
業
、
労
働
者
派
遣
業
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業

奨
励
措
置
を
受
け
る
た
め
の
要
件

①
用
地
取
得
要
件

３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
用
地
取
得

（
借
地
を
含
む
）。３
年
以
内
操
業
開
始
。

た
だ
し
、
製
造
業
に
あ
っ
て
は
こ
の
限

り
で
な
い
。

②
新
規
地
元
常
用
従
業
者
要
件

操
業
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内

に
５
人
以
上
雇
用
（
中
小
企
業
２
人
以

上
）。

③
投
下
固
定
資
産
総
額
要
件

２
千
万
円
以
上
（
中
小
企
業
１
千
万
円

以
上
）。

④
そ
の
他
要
件

公
害
発
生
の
恐
れ
が
な
い
こ
と
。
公
害

発
生
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て

い
る
こ
と
。

奨
励
措
置
の
内
容

▼
企
業
立
地
促
進
奨
励
金

○
新
設
に
係
る
固
定
資
産
税
相
当
額

（
３
年
間
全
額
＋
２
年
間
半
額
）

○
増
設
・
移
設
に
係
る
固
定
資
産
税
相

当
額
（
３
年
間
全
額
）

▼
雇
用
奨
励
金

○
新
規
地
元
従
業
者
１
人
に
つ
き
50
万

円
問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課	
☎
22-

２
２
２
６

　
　

　
　

　

下
水
管
に
油
が
流
れ
込
む
と
、
冷
え

た
油
が
固
ま
っ
て
下
水
管
を
ふ
さ
ぎ
、

つ
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
下
水
管

が
つ
ま
っ
た
場
合
は
、
長
時
間
に
わ
た

り
排
水
が
で
き
な
く
な
り
、
風
呂
や
ト

イ
レ
の
使
用
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

油
は
、
下
水
道
へ
排
出
し
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
廃
食
用
油
は
指
定
場
所
で
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
上
下
水
道
課	

☎
22-

２
２
５
６

　
　

　

平
成
28
年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

は
２
月
24
日
㈬
か
ら
自
治
会
を
通
じ
て

送
付
し
ま
す
。
自
治
会
未
加
入
世
帯
に

は
３
月
９
日
㈬
に
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

２
１
１
１

　
　

　
　

　

平
成
28
年
度
の
奨
学
金
貸
与
を
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
と

お
り
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
与
要
件

①
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
進
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
方

②
市
内
に
２
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方

の
子
（
父
・
母
と
も
に
い
な
い
方
は
、

本
人
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
）

貸
与
月
額

○
高
等
学
校　

県
立
高
等
学
校
の
全
日

制
課
程
の
授
業
料
に
相
当
す
る
金
額

（
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

○
国
立
大
学　

２
万
円

○
私
立
大
学　

２
万
５
千
円

貸
与
金
の
償
還

　

大
学
卒
業
の
場
合
は
15
年
以
内
、
高

校
卒
業
の
場
合
は
20
年
以
内
の
均
等
償

還※
貸
与
金
は
無
利
子
で
す
。

必
要
書
類

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

②
所
得
証
明
書
（
子
ど
も
を
除
く
世
帯

全
員
分
）

※
所
得
証
明
手
数
料
は
無
料
（
申
請
書

①
の
提
示
が
必
要
）
で
す
。

③
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
）

④
在
学
証
明
書

⑤
誓
約
書

⑥
印
鑑
証
明
書
な
ど

※
申
請
関
係
書
類
は
学
校
教
育
課
（
東

館
３
階
）、
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

３
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
学
校
教
育
課	

☎
22-

２
２
７
３

広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－2244

油
を
流
さ
な
い
で
!!

～
下
水
道
の
正
し
い
利
用
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
～

奨
学
金
貸
与
の
申
し
込
み

吉
野
川
市
内
に
事
業
所
を
新

設
・
増
設
・
移
設
す
る
事
業
者

へ
の
奨
励
措
置

平
成
28
年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
送
付
に
つ
い
て

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
も
ろ
う
ね　

こ
う
つ
う
ル
ー
ル
と　

じ
ぶ
ん
の
い
の
ち	

増
田　
　

聖
（
川
島
小
学
校
１
年
）
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軽
自
動
車
税
が
毎
年
課
税
さ
れ
て
い

る
車
両
で
、
す
で
に
解
体
ま
た
は
盗
難

な
ど
に
よ
り
、
事
実
上
所
有
し
て
お
ら

ず
、
何
ら
か
の
理
由
で
廃
車
手
続
も
完

了
し
て
い
な
い
車
両
が
あ
る
場
合
は
、

早
急
に
各
窓
口
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
申
告
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
内

容
に
よ
り
手
続
が
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
原
付（
１
２
５
㏄
以
下
）・
小
型
特
殊

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５

○
軽
自
動
車
・
軽
二
輪

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

	

☎
０
８
８
（
６
４
１
）
２
０
１
０

○
小
型
二
輪

徳
島
運
輸
支
局
（
登
録
手
続
き
案
内
）

	

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
７
４

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
方

利
用
期
間　

４
月
～
６
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
吉
野
川
（
川
島
町
川
島
１
０
６-

２
）	
☎
26-

３
０
１
０

※
見
学
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
実
施
場

所
ま
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
は
、
介
護
保
険
課
（
本
館
２

階
）、
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）、

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
吉
野
川

に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
め
切
り　

３
月
11
日
㈮

利
用
コ
ー
ス
・
運
動
の
内
容

【
水
中
運
動
（
入
門
・
向
上
）
コ
ー
ス
】

温
水
プ
ー
ル
で
歩
行
を
中
心
と
し
た
水

中
運
動

【
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
入
門
・
向

上
）
コ
ー
ス
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
な

ど
を
使
用
し
た
運
動

※
送
迎
が
必
要
な
方
は
、
事
業
所
が
送

迎
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課	

☎
22-

２
２
６
５

　
　

　
　

　
　

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
初
め
て
の
方

も
、
子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
10
日
㈭

	

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

山
川
公
民
館

※
送
迎
有
り
。
９
時
30
分
に
川
島
こ
ど

も
園
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
出
ま
す
。

※
現
地
集
合
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

対
象　

吉
野
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
お
よ
び
子
育

て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

内
容　
「
お
か
し
づ
く
り
」

※
親
子
で
参
加
で
き
ま
す
。

講
師　

古
民
家
工
房
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ

谷　

尋
子
さ
ん

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、マ
ス
ク
、

手
ふ
き
タ
オ
ル

申
込
期
限　

３
月
７
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

	

☎
25-

６
６
１
６

　

清
水
さ
ん
の
体
験
談
を
も
と
に
あ
な

た
の
性
に
つ
い
て
、
わ
た
し
の
性
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
30
日
㈬ 

	

午
後
２
時
～

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館　

２
階
ホ
ー
ル

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
師　

清
水
展
人
さ
ん
（
吉
野
川
市
人

権
講
師
団
）

入
場
料　

無
料

定
員　

70
人

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

川
島
公
民
館	

☎
25-

２
１
８
０

軽
自
動
車
お
よ
び
二
輪
バ
イ
ク

な
ど
を
所
有
の
方
へ

軽
自
動
車
お
よ
び
二
輪
バ
イ
ク

な
ど
を
所
有
の
方
へ

冬季の節電・省エネルギー対策について ～節電へのご協力をお願いします～

「
パ
ワ
ー
・
デ
イ
」参
加
者
募
集

清
水
展
人
さ
ん
虹
色
講
演
会

～
新
年
度
、気
持
ち
新
た
に

運
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
～

知
っ
て
み
よ
う
！
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

～
あ
な
た
の
性 

わ
た
し
の
性
～

募

　集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
講
習
会
参
加
者
募
集

（
参
加
費
無
料
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
し
ん
ご
う
が　

青
で
も
か
く
に
ん　

あ
わ
て
な
い	

三
原　

光
貴
（
学
島
小
学
校
２
年
）
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[空調]　重ね着などをして、室温20℃を心がける。

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
川
島
】

と
き　

３
月
９
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

【
山
川
】

と
き　

４
月
４
日
㈪

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

　

働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
修
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
）
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
17
日
㈭

	

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所　

本
館

　
　
　
　

２
階　

相
談
室
21

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

	

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方

を
対
象
に
、
職
業
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　
　

■
電
気
設
備
技
術
科
（
６
カ
月
）

　

電
気
工
事
に
関
連
す
る
理
論
や

法
令
、
電
気
機
器
の
制
御
方
法
を

理
解
し
、
施
工
・
実
習
を
通
し
て

技
術
の
習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。
努

力
次
第
で
電
気
工
事
士
を
め
ざ
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
訓
練
期
間
：
４
月
４
日
㈪
～
９

月
30
日
㈮
〕

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
６

カ
月
）

　

木
造
の
住
宅
に
関
す
る
基
本
的

な
知
識
・
構
造
・
法
規
な
ど
を
理

解
し
、
実
際
に
模
擬
家
屋
を
建
て

納
ま
り
な
ど
を
習
得
し
ま
す
。
建

築
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
資
格
試
験
に
挑
戦
す

る
方
も
い
ま
す
。

対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
必
要
で
す
。

募
集
期
限　

３
月
７
日
㈪

問
い
合
わ
せ

徳
島
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島
）

☎
０
８
８
（
６
５
４
）
５
１
０
２

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。

　
　
　

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
医
療
セ
ン
タ
ー

西
側
）

作
業
日
時　

３
月
１
日
㈫

	

午
前
７
時
～
７
時
30
分

　
　
　

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

３
月
１
日
㈫

	

午
前
７
時
～
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

☎
０
９
０
（
９
５
５
３
）
９
７
６
０

　
　

　
　

　
　春

待
ち
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

山
崎
淳
（
ギ
タ
ー
弾
き

語
り
）、
Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ
（
ギ
タ
ー
弾

き
語
り
）、
ほ
か

と
き　

２
月
28
日
㈰
午
後
１
時
～

４
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決

行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会	

☎
24-

２
４
０
０
（
鎌
田
）

　
　

　
　

　
　「さ

ん
か
い
め
の
ひ
な
祭
り
展
」

と
き　

３
月
31
日
㈭
ま
で
の
毎
週

土
・
日
・
祝
日

	

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

い
ん
べ
ア
ー
ト
ス
ペ
ー

ス
（
吉
野
川
市
山
川
町
建
石

１
１
６
）

内
容　

ひ
な
人
形
の
展
示
、書
道
、

音
楽
、
ダ
ン
ス
、
工
作
な
ど

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

い
ん
べ
の
里
地
域
活
性
化
実
行
委

員
会
（
阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館

内
）	

☎
42-

６
１
２
０

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
な
ど

に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
家
庭
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　

お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

金
利　

年
２
・
０
５
パ
ー
セ
ン
ト

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
・

６
５
パ
ー
セ
ン
ト
（
平
成
27
年
11

月
10
日
現
在
）

返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以

内【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
で
検
索
】

問
い
合
わ
せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６

	

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は
、

☎
０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

職
業
訓
練
生
募
集

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

巡
回
職
業
相
談

国
の
教
育
ロ
ー
ン

募
集
訓
練
科

江
川
湧
水
源
周
辺

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

第
１
８
３
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会

館
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

自
分
の
頭
の　

ガ
ー
ド
マ
ン	

濱　
　

絢
音
（
山
瀬
小
学
校
３
年
）
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サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
徳
島
県

警
へ
の
相
談
件
数
が
増
え
続
け
て

お
り
、
特
に
、
通
信
販
売
の
偽
サ

イ
ト
や
架
空
請
求
メ
ー
ル
に
よ
る

詐
欺
被
害
相
談
件
数
が
増
え
て
い

ま
す
。
実
在
の
サ
イ
ト
を
コ
ピ
ー

し
て
代
金
の
振
込
先
を
偽
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
利
用
者
か
ら
「
代
金

を
支
払
っ
た
の
に
商
品
が
届
か
な

い
」
な
ど
の
相
談
が
相
次
い
で
あ

り
ま
し
た
。
連
絡
先
が
示
さ
れ
て

い
な
い
サ
イ
ト
や
不
審
な
メ
ー
ル

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
サ
イ
バ
ー
犯
罪
っ
て
な
あ
に
？

　

サ
イ
バ
ー
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
技
術
や
電
気
通
信
技
術
を
悪
用

し
た
犯
罪
の
総
称
で
、
大
き
く
３

つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
電
磁
的
記
録

を
対
象
と
し
た
犯
罪

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
犯

罪③
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
違
反

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
を
利
用

す
る
う
え
で
の
注
意
点

○
サ
イ
ト
の
注
意
事
項
や
取
引
相

手
の
住
所
、
名
前
、
電
話
番
号
な

ど
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
相
手
の
振
込
口
座
が
間
違
い
な

い
か
確
認
し
、
振
り
込
み
の
控
え

な
ど
を
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

○
第
三
者
仲
介
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
、
解
約
や
ク
レ
ー
ム
の
対
処
方

法
を
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
不
審
点
が
あ
れ
ば
取
引
を
中
止

し
ま
し
ょ
う
。

☆
架
空
請
求
メ
ー
ル
が
き
て
し

ま
っ
た
ら

○
支
払
わ
ず
、無
視
し
ま
し
ょ
う
。

（
利
用
し
て
い
な
い
有
料
情
報
番

組
の
料
金
、
債
権
回
収
、
各
種
手

数
料
な
ど
身
に
覚
え
の
な
い
請
求

に
つ
い
て
は
、
支
払
う
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。
一
度
支
払
っ
て
し
ま

う
と
、
さ
ら
に
被
害
に
遭
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。）

○
相
手
と
連
絡
を
と
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

（
相
手
に
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
な

ど
で
連
絡
、
返
信
を
行
う
と
、
あ

な
た
の
住
所
や
電
話
番
号
な
ど

の
個
人
情
報
を
相
手
に
知
ら
せ
る

こ
と
に
な
る
の
で
絶
対
に
避
け
ま

し
ょ
う
。）

○
脅
し
や
悪
質
な
取
り
立
て
な
ど

に
よ
り
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、

最
寄
り
の
警
察
署
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

（
脅
し
や
悪
質
な
取
り
立
て
を
受

け
た
場
合
に
は
、
警
察
本
部
警

察
安
全
相
談
電
話
【
☎
０
８
８

-
６
５
３-

９
１
１
０
】
や
最
寄

り
の
警
察
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。）

☆
不
当
請
求
を
さ
れ
た
場
合

　

不
当
請
求
と
は
、
交
際
を
希
望

す
る
内
容
や
好
奇
心
を
そ
そ
る
内

容
の
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
て
特
定

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
さ

せ
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で

登
録
表
示
が
出
て
、
会
員
料
や
閲

覧
料
な
ど
を
不
当
に
請
求
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
次

の
よ
う
に
冷
静
に
対
処
し
ま
し
ょ

う
。

○
慌
て
て
支
払
わ
ず
、
契
約
が
有

効
か
冷
静
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

○
有
料
サ
イ
ト
を
閲
覧
す
る
場
合

に
は
、
サ
イ
ト
名
、
ア
ド
レ
ス
、

閲
覧
日
時
な
ど
を
記
録
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

○
不
当
請
求
さ
れ
た
場
合
は
、
架

空
請
求
メ
ー
ル
と
同
様
の
注
意
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

阿
波
吉
野
川
警
察
署

	

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

○
交
通
遺
児
等
へ
育
成
資
金
貸
付

※
義
務
教
育
終
了
ま
で
育
成
資
金

が
無
利
子
で
借
り
る
事
が
で
き
ま

す
。

対
象
者　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死

亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
が
い
者
と

な
っ
た
方
の
０
歳
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
の
子
ど
も

貸
付
金
額　

・
一
時
金	

15
万
５
千
円

・
毎
月	

１
万
円
ま
た
は
２
万
円

・
入
学
支
度
金	

４
万
４
千
円

返
済
期
間　

中
学
卒
業
後
20
年
以

内
（
高
校
・
大
学
な
ど
に
進
学
す

る
場
合
は
、
卒
業
ま
で
返
済
開
始

は
猶
予
）

○
重
度
後
遺
障
害
者
へ
介
護
料
支

給対
象
者　

自
動
車
事
故
が
原
因

で
、
脳
・
脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓

器
を
損
傷
し
重
度
の
後
遺
障
が
い

を
持
っ
た
た
め
に
、
常
時
ま
た
は

随
時
の
介
護
が
必
要
な
状
態
に
あ

る
方

支
給
金
額　

①
常
時
の
介
護
が
必
要
な
方
の

内
、「
重
度
後
遺
障
害
診
断
書
」

で
症
状
が
「
最
重
度
」
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
方

　

月
額
６
万
８
４
４
０
円
～
13
万

６
８
８
０
円

②
①
以
外
で
常
時
の
介
護
が
必
要

な
方

　

月
額
５
万
８
５
７
０
円
～
10
万

８
千
円

③
随
時
の
介
護
が
必
要
な
方

　

月
額
２
万
９
２
９
０
円
～
５
万

４
千
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
徳
島
支
所

〒
７
７
０-

０
０
０
３

徳
島
市
北
田
宮
２
丁
目
14
番
50

号
（
徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
会
館
２

階
）

☎
０
８
８
（
６
３
１
）
７
７
９
９

忍
び
寄
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪　

～
サ

イ
バ
ー
犯
罪
の
ト
ラ
ブ
ル
対
策
～

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸

付
」お
よ
び「
重
度
後
遺
障
害

者
介
護
料
支
給
」に
つ
い
て

[空調]　窓には厚手のカーテンを掛ける。

阿
波
吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
確
認
が　

命
を
守
る　

標
識
だ	

藏
本　

麗
菜
（
山
瀬
小
学
校
６
年
）
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[照明]　不要な照明をできるだけ消す。

講　座　名 講　師 時　　　間

10
　
回
　
コ
　
ー
　
ス

クラフトバンド 近 藤 恭 子 月 10：00 ～ 12：00
絵手紙 海 原 敏 文 月 10：00 ～ 12：00
自然の素材を織る 島田ひろみ 月 13：00 ～ 17：00
楽しいオカリナ 森 見 美 子 月 19：30 ～ 21：00
楽しいペン字 長井あゆみ 火 10：00 ～ 11：30
編物・手芸 森 　 悦 子 火 13：00 ～ 15：00
和裁 杉 野 恵 子 火 13：00 ～ 17：00
童謡・唱歌　愛唱歌 一 宮 佳 苗 火 13：30 ～ 15：00
しゃべり方教室 宮 本 武 敏 火 19：00 ～ 20：30

かずら工芸 家形笑美子 木 10：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00

現代水墨画 加 統 勢 一 木 13：30 ～ 15：30
書道入門 沖 田 唐 谷 木 19：00 ～ 21：00
七宝焼 山 田 和 子 金  9：00 ～ 13：00
いけ花（桑原専慶流） 武 田 慶 園 金 13：30 ～ 15：30
英会話Ⅰ 新 居 　 博 金 10：00 ～ 12：00
英会話Ⅱ 新 居 　 博 金 13：30 ～ 15：30
楽しい篆刻 射 場 少 藍 金 19：00 ～ 21：00
花で生活を楽しむ 近藤佐起江 土 10：00 ～ 12：00
素敵なビーズアクセサリー 松本加容子 土 10：00 ～ 12：00
短歌 本 田 　 守 土 10：00 ～ 12：00
池坊いけばな 谷 本 秀 翠 土 10：00 ～ 12：00
ねんどの花のクレイアート 竹 内 房 子 土 13：00 ～ 17：00
パッチワーク・布小物 高 浜 玲 子 土 13：30 ～ 15：30

講　座　名 講　師 時　　　間

20
　
回
　
コ
　
ー
　
ス

初級Ａ・24式太極拳 吉川安輝子 月 10：30 ～ 11：30
さくら初級長唄三味線 稀音家四郎五郎 月 14：00 ～ 16：00
茶道（裏千家） 近 藤 宗 陽 月 19：00 ～ 21：00
NEW初級太極拳Ｂ 新居理恵子 月 19：30 ～ 20：30
陶芸 森 本 俊 彦 火 13：00 ～ 15：00
日本舞踊（音羽流） 音羽菊芝幸 火 19：00 ～ 21：00
NEWすっきりヨガ 尾崎ひとみ 火 19：00 ～ 20：00
大正琴 山 本 源 淑 水  9：00 ～ 11：00
やさしいヨーガ 富 山 雅 代 水 10：00 ～ 11：30
藍染め 藤 井 和 栄 木  9：00 ～ 11：00
実用書道 寺 内 金 子 木 13：00 ～ 15：00
32式太極剣 黄 麗 木 18：50 ～ 19：50
楽しい民謡 藤本秀森寿 木 19：00 ～ 21：00
32式太極拳 市 原 正 弘 木 20：00 ～ 21：00
木目込人形 小 林 鳳 美 金 10：00 ～ 12：00
楽しく学びま書Ⅱ 河 野 多 美 金 19：00 ～ 21：00
着物着付け 桑 田 律 子 土 14：00 ～ 16：00
民謡三味線 藤本秀森幸 土 19：00 ～ 21：00
洋画 下時治郎秀臣 土 19：00 ～ 21：00

と
き　

３
月
４
日
㈮　

	

午
前
10
時
～

講
師　

森
本　

満
美
子
さ
ん

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

６
０
０
円
～
８
０
０
円

※
２
月
15
日
㈪
か
ら
募
集
し
ま

す
。

★
お
知
ら
せ

○
平
成
28
年
度
講
座
・
教
室
生
を

募
集
し
ま
す
。

受
付　

３
月
20
日
㈰
㈷
午
前
９
時

か
ら

申
込
書
設
置
場
所　

※
２
月
20
日
㈯
か
ら
設
置

吉
野
川
市
役
所
、
各
公
民
館
、
町

内
の
阿
波
銀
行
・
徳
島
銀
行
・
各

郵
便
局
・
量
販
店

○
平
成
28
年
度
の
講
座
・
教
室
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
募
集
し
ま

す
。
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ

い
。

○
鴨
島
公
民
館
元
気
ま
つ
り
は
、

４
月
３
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

○
平
成
27
年
度
後
期
講
座
作
品
展

お
よ
び
発
表
会
の
お
知
ら
せ

▼
作
品
展

と
き　

３
月
19
日
㈯
～
20
日
㈰
㈷

午
前
９
時
～
午
後
５
時

	

（
20
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
発
表
会

と
き　

３
月
19
日
㈯
～
21
日
㈪
㉁

午
前
９
時
～
午
後
５
時

	

（
21
日
は
正
午
ま
で
）

○
平
成
28
年
度
前
期
講
座
案
内

受
講
期
間　

４
月
４
日
㈪
～
９
月

16
日
㈮

申
込
期
間　

２
月
22
日
㈪
～
３
月

22
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

受
付
場
所　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

事
務
室

受
講
料

10
回
コ
ー
ス	

５
千
円

20
回
コ
ー
ス	

１
万
円

（
受
講
料
の
ほ
か
に
別
途
材
料
費

な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

※
各
種
講
座
に
つ
い
て
は
下
記
の

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

★
江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

	

イ
ベ
ン
ト
案
内

○
映
画
鑑
賞
会　

「
蔦
監
督
」
～
高
校
野
球
を
変
え

た
男
の
真
実
～

と
き　

２
月
28
日
㈰

①
午
前
10
時
～ 

②
午
後
１
時
～

入
場
料　

無
料

★
講
座
案
内

○
子
ど
も
え
い
が
会　

	

～
三
匹
の
こ
ぶ
た
～

と
き　

２
月
27
日
㈯　

	

午
前
10
時
30
分
～

○
歴
史　

　
　

～
日
清
戦
争
～

と
き　

３
月
２
日
㈬　

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
健
康
セ
ミ
ナ
ー　

～
今
日
か
ら
始
め
る
健
康
づ
く

り
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
～

と
き　

３
月
２
日
㈬　

	

午
後
３
時
～
４
時

○
Ｆ
Ｐ
か
ら
学
ぶ
「
く
ら
し
と
お

金
」

～
ど
う
な
る
？

	

「
あ
な
た
の
年
金
」
～

と
き　

３
月
19
日
㈯　

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

★
募
集

か
ん
た
ん
！
自
家
製
キ
ム
チ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
登
下
校　

慣
れ
た
道
で
も　

よ
く
注
意
‼	

尾
崎　

歩
優
（
山
瀬
小
学
校
６
年
）
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[照明]　照明器具を購入するときは、省エネ型の
電球形蛍光ランプやLED電球等を選択する。

い
。
手
続
き
が
遅
く
な
る
と
、
４
月

か
ら
の
口
座
振
替
が
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
前
納
し
た
場
合
の
社

会
保
険
料
控
除
は
、
左
記
の
方
法
の

い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除

②
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額

を
各
年
に
控
除

＊
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-
２
２
１
３

　

60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
（
25
年
）
を
満
た
し
て

な
い
場
合
や
、
40
年
の
納
付
済
み
期

間
が
な
い
た
め
老
齢
基
礎
年
金
を
満

額
受
給
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い
と
き
は
、
60
歳
以
降
（
申
出

さ
れ
た
月
以
降
）
で
も
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
さ
か
の

ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

①
年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
は

65
歳
ま
で
の
間

②
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な

い
方
は
70
歳
ま
で
の
間

③
外
国
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
65
歳

未
満
の
日
本
人

　

な
お
、
①
・
②
の
場
合
は
原
則
口

座
振
替
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。
詳

し
い
手
続
き
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

相
談
日
時
・
場
所

▽
２
月
25
日
㈭ 

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
３
月
24
日
㈭  

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※
電
話
で
の
事
前
予
約
を
行
っ
て
い

ま
す
。問

い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳

島
（
オ
フ
ィ
ス
）

	

☎
０
８
８
（
６
５
７
）
３
０
８
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

　

平
成
27
年
度
免
除
申
請
（
平
成
27

年
７
月
～
平
成
28
年
６
月
分
保
険

料
）
の
結
果
が
全
額
免
除
も
し
く
は

納
付
猶
予
と
な
っ
た
方
で
、
継
続
し

て
平
成
28
年
度
免
除
申
請
（
平
成
28

年
７
月
～
平
成
29
年
６
月
分
保
険

料
）
の
審
査
を
希
望
の
場
合
は
、
所

得
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
平
成
27
年

中
所
得
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
が
お
済
み
で
な
い
場
合
、
追
加

書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
た
り
、
継

続
が
停
止
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

申
告
相
談
の
日
時
、
場
所
な
ど
は

広
報
よ
し
の
が
わ
１
月
号
に
掲
載
の

「
平
成
27
年
中
所
得
申
告
相
談
日
程

表
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

広
報
よ
し
の
が
わ
１
月
号
に
掲
載

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振

替
（
前
納
）
は
、
申
出
書
に
金
融
機

関
の
確
認
印
を
も
ら
っ
て
か
ら
、
２

月
29
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

国
民
年
金
だ
よ
り

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は

今
月
末
ま
で
に
！

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ

る
出
張
年
金
相
談

国
民
年
金
任
意
加
入
制
度

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
を
希
望

の
方
は
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す

【
通
信
販
売
を

　
　
　

利
用
す
る
と
き
は
】

　
「
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
宝

飾
品
を
購
入
し
た
が
、
や
は
り

不
要
な
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
で
き
な
い
か
」
と
の
相
談
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

以
前
に
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
不
意

打
ち
的
な
勧
誘
や
販
売
方
法
に

よ
り
、冷
静
な
判
断
能
力
を
失
っ

た
ま
ま
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た

消
費
者
を
守
る
た
め
の
制
度
で

す
。

　

し
た
が
っ
て
、テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
の
通
信
販
売
は
、

自
分
で
商
品
を
選
択
し
購
入
し

て
い
る
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
で
き
ま
せ
ん
。
通
信
販
売

業
者
に
よ
っ
て
返
品
が
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

業
者
が
独
自
で
定
め
て
い
る
返

品
で
あ
っ
て
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

通
信
販
売
を
利
用
す
る
と
き

は
、
返
品
で
き
る
条
件
を
確

認
し
て
注
文
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課
（
相
談
窓
口
）

	

☎
22-

２
２
３
１

県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
１
１
０

「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

消
費
者
ひ
ろ
ば

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 2 月23日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３
 3 月10日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室
 3 月15日㈫ 13:30～16:00 市交流センター人権擁護委員会室
 3 月15日㈫ 13:30～16:00 美郷支所会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 3 月 1 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室 ２階
 3 月 7 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１
 3 月10日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 2 月19日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室
 3 月18日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

※
累
計
は
平
成
27
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

11
月 0件

累
計 13件

救急出動

11
月 128件

累
計1,700件

と
　
き　

２
月
28
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

　
　
　
　

１
階
相
談
室

内
　
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　

税
の
納
付
相
談

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ひ
き
し
め
て　

心
の
ゆ
る
み
と　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト	

山
下　

大
貴
（
川
田
小
学
校
４
年
）
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[電力消費機器]　冷蔵庫は設定温度を「弱」に変え、扉を開ける
時間を減らし、食品を詰め込み過ぎないようにする。

●問い合わせ　市介護保険課　地域包括支援センター　☎22-2265

介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）が始まります！
平成28年４月から

介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）と介護予防通所介護（デイサービス）が総合事業に移行します。
　要支援１・２の方の生活支援などの多様なニーズにこたえるために、介護予防訪問介護（ホームヘルプサービ
ス）、介護予防通所介護（デイサービス）が総合事業に移行し､ 市の事業（サービス）として実施します。
○要支援１・２の方で介護予防訪問介護、介護予防通所介護を利用している方は、４月以降、要支援認定の更新の
際に総合事業に移行します。どのサービスを利用するかは、ご本人の意向と心身の状態を踏まえながら、地域包
括支援センターや担当のケアマネジャーと相談して決めます。
○介護予防訪問介護、介護予防通所介護のみ利用中の高齢者が、引き続きサービスの利用を希望する場合や、基本
チェックリストで総合事業対象者になる場合は、要介護・要支援の認定を受けずにサービスを継続して利用でき
るようになります。
○介護予防訪問介護、介護予防通所介護以外の要支援者に対するサービス（介護予防福祉用具貸与・訪問看護・通
所リハビリテーションなど）はこれまでどおり予防給付のなかで提供します。
○現在、介護予防訪問介護や介護予防通所介護のサービスを利用していない方で、新たに訪問型・通所型サービス
を利用したい場合は、吉野川市地域包括支援センターにご相談ください。

種　　　　　類 内　　　　　容

訪問型サービス
（ホームヘルプサービス）

従来の介護予防訪問
介護と同じサービス

従来の介護予防訪問介護を総合事業に移行したサービス
で支援内容はこれまでと同様です。
＊利用回数に応じた利用料になります。

通所型サービス
（デイサービス）

従来の介護予防通所
介護と同じサービス

従来の介護予防通所介護を総合事業に移行したサービス
で支援内容はこれまでと同様です。
＊利用回数に応じた利用料になります。

注）40～ 64歳の方は、基本チェックリスト等ではなく、要介護認定の
　　申請が必要になります。

要支援１・２の方
（要介護認定によって
認定される）

介護予防・生活支援サービス
事業対象者
（基本チェックリスト等に
よって判断される）

従来通りの介護予防サービス
（福祉用具貸与、訪問看護、通
所リハ、住宅改修等）

新しい総合事業（介護予防・日常生活支援総合事業）

一般介護予防事業（65歳以上の方が対象）

地域包括支援センターの職員とケアプラン（どのような
サービスをどのくらい利用するかを決めた計画書）を相談
しながら作成し、サービスを利用します。

介護予防・生活支援サービス事業
①訪問型サービス　②通所型サービス　③生活支援サービス

一　般
高齢者

総合事業のサービスの種類

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
運
転
中　

ス
マ
ホ
見
な
い
で　

前
を
見
て	

三
木　

愛
梨
（
川
田
中
小
学
校
５
年
）
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今
月
の
健
康

爪
が
健
康
を
語
る

　

爪
は
、
専
門
的
に
爪そ

う

甲こ
う

と
い

い
、
成
分
は
「
ケ
ラ
チ
ン
」
と

い
う
た
ん
ぱ
く
質
で
、
皮
膚
の

一
部
が
固
く
な
っ
て
伸
び
た
も

の
で
す
。
成
人
の
手
の
爪
で
、

１
日
に
約
０
・
１
㎜
ほ
ど
伸
び

ま
す
。
爪
は
、
主
に
爪そ
う

母ぼ

（
爪

の
根
元
）
で
作
ら
れ
、
で
き
た

ば
か
り
の
爪
は
、
水
分
が
多
い

た
め
白
い
半
月
形
を
し
て
い

ま
す
。
爪
に
縦
線
が
現
れ
る

の
は
、
爪
母
が
平
ら
な
爪
を
作

れ
な
く
な
る
「
老
化
現
象
」
で

す
。
爪
の
一
部
、
ま
た
は
全
体

に
小
さ
な
く
ぼ
み
が
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
過
度
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
や
ス
ト
レ
ス
、
体
調
不

良
な
ど
で
、
爪
の
表
側
と
裏
側

を
作
る
爪
母
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
た
め
に
起
こ
る
の
で
す
。

く
ぼ
み
な
ど
の
異
変
が
一
部
の

爪
に
現
れ
た
場
合
は
、
外
傷
や

一
時
的
な
体
調
不
良
が
原
因
で

あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
し
か

し
、
全
部
の
爪
に
異
変
が
現
れ

た
場
合
、
内
臓
の
機
能
不
全
や

貧
血
な
ど
、
全
身
性
の
病
気
の

影
響
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
爪
が
体
調
を
教
え
て
く
れ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

３
月
号
は
、
「
肩
こ
り
」
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

[電力消費機器]　テレビを省エネモードに設定し、
画面の輝度を下げ、不要な時は消す。

　

平
成
27
年
度
徳
島
県
消
防
職
員

意
見
発
表
会
で
、
徳
島
中
央
広
域

連
合
中
消
防
署
の
大
西
健
司
消
防

士
が
、優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た
災

害
時
に
お
け
る
避
難
者
情
報
を
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、
個

人
の
医
療
情
報
を
組
み
込
む
こ
と

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
唱
え
る
と
と

も
に
、
防
災
面
に
活
用
す
る
シ
ス

テ
ム
実
用
化
の
た
め
に
行
政
機
関

や
病
院
、
多
く
の
住
民
が
集
ま
る

様
々
な
機
会
を
利
用
し
、
声
を
大

に
し
て
訴
え
て
い
き
た
い
と
の
思

い
を
つ
づ
り
、
見
事
、
優
秀
賞
と

な
っ
た
受
賞
作
品
『
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
活
用
』
を
こ
こ
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
』

　
　
　
　

消
防
士　

大
西　

健
司

　

皆
さ
ん
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
平
成
28
年
１
月
か

ら
運
用
が
開
始
さ
れ
、
国
民
一
人

ひ
と
り
に
12
桁
の
番
号
を
振
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
社
会
保
障
や
税
金

関
連
に
お
け
る
行
政
機
関
の
事
務

作
業
効
率
化
を
図
り
、
国
民
に
よ

る
行
政
手
続
き
を
軽
減
し
、
利
便

性
の
向
上
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

番
号
で
個
人
情
報
を
管
理
す
る
特

徴
を
社
会
保
障
や
税
金
関
連
だ
け

で
は
な
く
、
防
災
面
に
も
生
か
せ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
携
帯
電
話

が
使
え
ず
、
家
族
や
友
人
と
の
連

絡
が
取
れ
な
い
状
況
で
し
た
。
さ

ら
に
避
難
者
が
多
数
発
生
し
、
行

政
側
も
避
難
者
情
報
を
管
理
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
災
害
時
に
お
い
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
避
難
者
情

報
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
提
案
し
ま
す
。
個
人
に
配
布
さ

れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読

み
取
る
だ
け
で
、
避
難
し
て
い
る

場
所
や
氏
名
、
住
所
な
ど
の
情
報

が
管
理
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
各
避
難
所
で
共

有
す
れ
ば
、
誰
が
ど
こ
に
避
難
し

て
い
る
か
を
簡
単
に
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
避
難
者
の
人
数
や
年

齢
層
が
わ
か
れ
ば
、
各
避
難
所
に

お
け
る
救
援
物
資
の
必
要
量
な
ど

も
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ま
す
。さ
ら
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
個
人
の
医
療
情
報
を
組
み
込
む

こ
と
で
病
院
に
お
い
て
の
既
往
歴

や
服
用
し
て
い
る
薬
な
ど
の
情
報

が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
で
は
病
院
の
カ
ル
テ
が

津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
傷
病

者
の
情
報
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な

い
状
況
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
医
療
情
報
を

加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
電
子
カ
ル

テ
の
よ
う
な
機
能
を
も
た
せ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
緊
急
時
に
も
適

切
な
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

救
急
隊
の
搬
送
時
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
病
院
側
に
伝
え
れ
ば
、
医

療
情
報
を
確
認
し
な
が
ら
受
け
入

れ
準
備
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
新

し
い
制
度
で
あ
り
住
民
の
認
知
度

は
ま
だ
低
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

運
用
開
始
後
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
し
て
携
帯
す
る
住

民
は
多
く
は
無
い
で
し
ょ
う
。
そ

こ
で
、
私
た
ち
は
自
主
防
災
訓
練

を
利
用
し
、
災
害
時
や
通
院
、
救

急
搬
送
時
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
役
に
立
つ
こ
と
を
住
民

に
知
っ
て
も
ら
い
、
全
て
の
住
民

が
携
帯
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
切
な
個

人
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
初
め
は
不
安
に
思
う
人

も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
構
想
に
お
け

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
暗
証

番
号
が
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
個

人
情
報
漏
え
い
の
リ
ス
ク
は
極
め

て
少
な
く
、
私
が
提
案
す
る
シ
ス

テ
ム
の
場
合
、
こ
れ
を
活
用
す
る

特
定
の
機
関
は
必
要
な
情
報
の
み

を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
住
民
は
安
心
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
活
用
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

を
防
災
面
に
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム

実
用
化
の
た
め
に
、
行
政
機
関
や

病
院
、
多
く
の
住
民
が
集
ま
る
機

会
を
利
用
し
、
声
を
大
に
し
て
訴

え
て
い
き
た
い
で
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
制

度
の
新
た
な
る
可
能
性
を
見
つ
け

て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き

く
関
わ
る
で
あ
ろ
う
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
多
く
の
命
を
守
る
希

望
の
光
に
な
る
こ
と
を
強
く
望
ん

で
い
ま
す
。

平成27年度徳島県消防職員意見発表会で優秀賞を受賞 《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
安
全
は　

み
ん
な
の
た
め
の　

笑
顔
の
輪	

開　
　

美
緒
（
川
田
西
小
学
校
６
年
）
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吉野川市 子育て支援施設 ３月の行事予定
【マークの説明】	 Ａ：午前実施　Ｐ：午後実施　D：日中実施　★：要予約
	 親：親対象　子：未就学児対象　乳：乳児のみ対象　幼：幼児のみ対象　児：幼稚園以上が対象　その他：具体的に記載

施設名 子育て支援センター
ちびっこドーム

子育て支援館
ぶどうの木 鴨島児童館 鴨島南児童館 近久児童館 八坂児童館

場　所
川島町桒村
2421番地1

（川島こども園内）

鴨島町鴨島380番地
（認定こども園めぐみ
幼稚園めぐみ保育園内）

鴨島町知恵島
1208番地2

鴨島町飯尾
550番地76

川島町学字近久
157番地2

山川町安楽寺
165番地

連絡先 25-6616 38-9117
24-2435 24-2379 22-2277 25-4985 42-6828

開館日 月～土 月～金 月～土 月～土 月～土 月～土

開館時間 ９時～17時 ９時～15時 10時～18時（月～金）
13時～18時（土曜日） ９時30分～18時 10時～17時（月～金）

13時～17時（土曜日）
10時～17時30分（月～金）
13時～17時30分（土曜日）

1 火 A★親子 誕生会
誕生児写真撮影 A親子 子育て相談 A親子

★P児
紙芝居の日
レジンクラフトＡ親子

ほっとティー
ブレイク D 自由遊び D 自由遊び

2 水 A親子 子育て何で
も相談

A親子
2歳児 コアラルーム P児 防災について

学ぼう
Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 A親子 寿司ケーキ

作り A★乳・幼 おひなまつり

3 木 A親子 ひなまつり A親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム

★A親子
★P児

ひなまつり
パーティー

Ａ★親子/
Ｐ★児
Ｐ★児

ひなまつり会と
クッキング
書道教室

P児 ひなカフェ A★乳・幼
P児

ベビーマッサージ
手芸の日

4 金 A★親子
P親子

赤ちゃんヨガ
全国訪問おはなし隊 A★親子

人形劇わら
しべ長者 ★A親乳 BPプログラム Ｐ★小学生 スポーツクラブ D親子・児新聞紙で遊ぼう D 自由遊び

5 土 A★親子 押し花カレン
ダー作り P 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び P 自由遊び

6 日

7 月 A親子 ゆきこおばちゃ
んとあそぼう A親子 園庭開放 A親子

★P児
防災について学ぼう
作ってみよう♪Ｐ★児 絵画教室 D 自由遊び P★児 絵画教室

8 火 A親子 絵本の読み
聞かせ A親子 子育て相談

身体測定 ★P児 絵画教室 A親子
Ｄ

ほっとティーブレイク
新年度各講座受付 D 自由遊び A親子 ダルクローズ

リトミック

9 水 A★親子 親子で楽し
く工作

A★親子
先着20組

お楽しみ会♪
予約開始3/1より ★P児 お誕生会 Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

10 木 A★親子 ファミリー・サポー
トセンター講習会

A親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム P児 紙芝居の日 Ｐ★児 硬筆教室 D★親子・

児
きらきら
クッキー作り P児 おやつ作り

11 金 A親子 こどものため
の食育サロン A親子

のんびり
ティータイム ★A親乳 BPプログラム Ａ★親子 ぴよぴよ広場 D親子･児 まちがい探し P児 英語教室

12 土 D親子 自由遊び P 自由遊び Ｐ親 保護者役員会 D 自由遊び P 自由遊び

13 日 D児 こだま祭

14 月 D親子 自由遊び A親子 園庭開放 A親子
P児

リズム遊び
クッキングタイム Ｐ★児 絵画教室 D 自由遊び D 自由遊び

15 火 A★親
P★親子

ピラティス体験会
Let's Enjoy English A★親乳

ファースト
サイン D 自由遊び

Ａ★親子

Ａ親子

みんなで楽しく
リトミック
ほっとティーブレイク

A親子 親子食育教室 A乳・幼P児 絵本の日

16 水 A親子 空気で遊ぼうA親子2歳児 コアラルーム ★A親乳 助産師による産後身
体メンテナンス教室

Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

17 木 A親子 遊びの玉手箱 A親子0,1歳児
カンガルー
ルーム A親子 楽しく

交流会
Ａ★親子
Ａ親子
P親子児

乳幼児子育て広場
身体測定・育児相談
おはなし会

P児 手芸 A乳・幼
P児

子育て広場
手芸の日

18 金 Ａ親子 親子フラダ
ンス体験 D親子 自由遊び ★A親乳 BPプログラム Ｐ★児 茶道教室 P児 茶道 D 自由遊び

19 土 D親子 自由遊び D 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び P 自由遊び

20 日

21 月 振替休日のため休館

22 火 A親子 子育て広場
（感覚遊び） A親子 子育て相談 ★P児 絵画教室 Ａ親子 ほっとティー

ブレイク A親子 絵本読み聞か
せ･運動遊び A★親・子 大きくなったね

おめでとう！

23 水 A★親 スマートフォ
ンを知ろう

A親子
2歳児 コアラルーム A親子 天然石ブレス

レット作り
Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

24 木 A★親子 ねこチャーム
ネックレスづくり

A親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム

A親子
P児

絵本の読み聞かせ
茶道クラブ Ｐ★児 硬筆教室 P児 プチ生け花 P児 おやつ作り

25 金 A親子 春爛漫
スペシャル A親子 たのしい

クッキング
★A親乳
★P児

BPプログラム
生け花クラブ

Ａ★親子
Ｐ★児 お誕生会 D 自由遊び D 自由遊び

26 土 D親子 自由遊び A親子幼児 Spring☆miniミニフェスタ Ｄ 自由遊び P児 愛館日 P 自由遊び

27 日 D★児 親子遠足

28 月 D親子 身体測定 A親子 園庭開放 ★A親子 お誕生会 Ｄ 自由遊び D 自由遊び D児 やさかあそべぇ
（運動遊び）

29 火 A親子 リトリト・リト
ミック A親子 子育て相談 P児 空手教室

（演武） Ａ親子 ほっとティー
ブレイク D 自由遊び D★児 お別れ遠足

（防災センター他）

30 水 D親子 自由遊び A親子
2歳児 コアラルーム D 自由遊び Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 A★親子･
児

手打ち
うどん作り D 自由遊び

31 木 D親子 自由遊び A親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム D 自由遊び Ｐ★児 書道教室 P児 散歩 A児 お花見に

行こう
※詳細については、直接施設までお問い合わせください。 ※上記の行事予定が、やむを得ない事情により予告なく変更となる場合がありますのでご了承ください。

[電力消費機器]　便座保温・温水の設定温度を下げ、不使用時はふたを閉める。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
見
ず
に　

し
っ
か
り
前
を
見
て	

天
羽　

花
笑
（
鴨
島
東
中
学
校
３
年
）
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[電力消費機器]　本体の主電源を切る。

３月の介護予防教室

３月のリハビリ教室

２月 ３月 医　院　名 電話番号
10 18 古本内科クリニック 24-7377
⑪ 25 鈴木内科（敷地） 24-5880
12 19 美 摩 病 院 24-2957
13 26 杉 山 医 院 25-2802
⑭ 阿 部 整 形 外 科 24-4880
15 23 四 宮 医 院 25-2016
16 24 糸 田 川 眼 科 24-2531
17 22 渡 辺 医 院 24-7177
18 31 松 永 医 院 42-2110
19 ⑬ 富 本 医 院 42-3123
20 ⑳ 大 内 整 形 外 科 24-3058
� 鈴木内科（喜来） 24-3413
22 � 工 藤 内 科 医 院 42-3113
23 杏 和 医 院 22-0333
24 井 内 内 科 24-3070
25 中西内科クリニック 42-6755

２月 ３月 医　院　名 電話番号
26 � 高橋皮膚科クリニック 24-5122
27 鴨島耳鼻咽喉科 24-8070
� 岸 整 形 外 科 25-3133
29 いぬい産科婦人科クリニック 22-1230

1 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
2 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
3 石原内科循環器科 24-2536
4 森 住 内 科 医 院 22-3010
5 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
⑥ 鴨 島 病 院 24-6565
7 麻名内科外科クリニック 26-0020
8 さ く ら 診 療 所 42-5520
9 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
10 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
11 知恵島皮膚科診療所 36-9012
12 よしのがわ往診診療所 36-1850

２月 ３月 医　院　名 電話番号
14 糸田川クリニック 24-7555
15 石 原 小 児 科 24-2388
16 和田耳鼻咽喉科 24-2566
17 梶本胃腸科内科 24-2413
28 矢 田 医 院 25-2006
29 木村内科胃腸科 24-6413
30 谷 医 院 42-2353

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●吉野川医療センター（旧麻植協同病院）（☎26–2222）
　診療日　日曜日
　診療時間　９時〜17時（直接問い合わせてください）

☆平日／18時〜22時  ☆休日／9時〜13時、14時〜18時、19時〜22時
☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268

２月・３月

夜間・休日在宅当番医表

●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。　※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
3 木 9:00～10:30 忌部農業構造改善センター 山 川

健
　
　
　
　
康
　
　
　
　
相
　
　
　
　
談

4 金 9:00～10:30 川島公民館岡山分館 川 島
7 月 9:00～10:30 南町集会所 山 川
8 火 9:00～10:30 川島老人福祉センター 川 島 介 護 予 防 体 操
9 水 9:00～10:30 川島公民館久保田分館 川 島

10 木 13:00～14:30 山路東原集会所 鴨 島 口腔（こうくう）ケア
11 金 9:00～10:30 三ツ島西公会堂 川 島
14 月 13:00～14:30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨 島 介 護 予 防 体 操
15 火 13:00～14:30 山川公民館 山 川
16 水 9:00～10:30 中古井広域集落センター 美 郷 栄 養 の お 話
22 火 9:00～10:30 川島公民館山田分館 川 島
24 木 9:00～10:30 牛島地区公民館 鴨 島 口 腔 ケ ア

25 金
9:00～10:30 森山地区公民館 鴨 島 口 腔 ケ ア

13:00～14:30 東山老人憩の家 美 郷 介 護 予 防 体 操

28 月
9:00～10:30 鴨島老人福祉センター 鴨 島 口 腔 ケ ア

13:00～14:30 知恵島老人憩の家 鴨 島

３
　
　
月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
1 火 9:40～11:30 湯立会館 山 川 ・血圧測定

・体力測定（握力・２ステップ）
・理学療法士による個別運動指導
・集団体操

11 金 9:00～11:00 喜来老人憩の家 鴨 島
17 木 13:00～15:00 山路東原集会所 鴨 島
23 水 13:00～15:00 知恵島地区公民館 鴨 島

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》「
ま
た
明
日
！
」　

あ
い
さ
つ
交
わ
し　

左
右
見
る	

田
村　

陽
奈
（
鴨
島
第
一
中
学
校
３
年
）
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⑤
阿
波
川
島
駅

⑥
学
駅

⑦
山
瀬
駅

⑧
阿
波
山
川
駅

⑨
川
田
駅

　

青
少
年
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
図

書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
白
い
ポ
ス
ト
へ
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.tcu.or.jp/ikuseicenter/

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

	

久
間
十
義　

著

「
寮
生
」	

今
野
敏　

著

「
監
察
の
神
」	

弐
藤
水
流　

著

「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
２
」

	

池
井
戸
潤　

著

「
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
引
き
算
」

	

金
子
由
紀
子　

著

「
運
が
い
い
と
き
「
な
に
」
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
？
」

	

石
田
久
二　

著

「
心
が
ラ
ク
に
な
る
言
い
方
」

	

安
藤
俊
介　

著

「
笑
う
と
な
ぜ
い
い
か
？
」

	

斎
藤
茂
太　

著

【
児
童
書
】

「
お
昼
の
放
送
の
時
間
で
す
」

	

乗
松
葉
子　

著

「
ト
リ
ッ
ク
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ァ

ン
タ
ー
」

	

マ
シ
ュ
ー
・
ラ
ビ
リ
ン
ス　

著

「
つ
ん
つ
く
せ
ん
せ
い
と
か
さ
じ

ぞ
う
」	

た
か
ど
の
ほ
う
こ　

著

「
白
を
つ
な
ぐ
」	

ま
は
ら
三
桃　

著

　
　
　

　
　
　

　
　
　

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
２
月
、３
月
の
休
室
日	

木
曜
日

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

受
講
料　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

◆
「
川
島
町
文
化
伝
承
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
ふ
る
さ
と
の
お
は
な
し

会
」

と
き　

３
月
27
日
㈰

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

受
講
料　

無
料

　
　
　

　
　
　

　
　
　

◆
開
室
時
間

	
午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
年
度
末
図
書
整

理
日（
３
月
17
日
㈭
～
21
日
㈪
㉁
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」
に
よ
る
絵
本
の

よ
み
き
か
せ
会

と
き　

３
月
12
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　

２
階
和
室

参
加
費　

無
料

◆
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

「
運
命
の
花
び
ら
上
・
下
」

	

森
村
誠
一　

著

「
真
犯
人
」	

翔
田
寛　

著

「
帰
蝶
」	

諸
田
玲
子　

著

「
竜
の
道
２
」	

白
川
道　

著

「
デ
ス
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
」

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
２
月
26
日
㈮
、３
月
31
日
㈭
）、

特
別
整
理
期
間
（
３
月
２
日
㈬
～

11
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

２
月
13
日
㈯
、
３
月
12
日
㈯
、
午

後
１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）

／
毎
月
第
２
土
曜
日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

２
月
20
日
㈯
（
お
じ
ゃ
る
丸
ス
ペ

シ
ャ
ル
）、
３
月
19
日
㈯
（
う
っ

か
り
ペ
ネ
ロ
ペ
）

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

　
　

　
　◆

開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
２
月
29
日
㈪
、３
月
31
日
㈭
）

◆
手
作
り
教
室
︱
万
華
鏡

と
き　

２
月
20
日
㈯

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

講
師　

西
山　

欣
子
さ
ん

　

補
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
有
害
図

書
や
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
回

収
し
、
青
少
年
へ
の
悪
影
響
を
排

除
す
る
な
ど
、
環
境
浄
化
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
内
に
は
次
の
９
カ
所

に
白
い
ポ
ス
ト
を
設
置
し
、
毎
月

回
収
し
て
い
ま
す
。

①
牛
島
駅

②
鴨
島
駅

③
飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

④
西
麻
植
駅

　

先
日
、
山
瀬
幼
稚
園
に
親
子
餅

つ
き
大
会
の
撮
影
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
湯
気
が
立
ち
上
る
も
ち
米

を
せ
い
ろ
か
ら
石
臼
に
移
し
て
、

ま
ず
、
保
護
者
が
杵
で
つ
き
、
次

に
保
護
者
か
ら
杵
を
渡
さ
れ
た
子

ど
も
た
ち
が
順
番
に
つ
い
て
い
き

ま
す
。
大
き
く
重
い
杵
を
懸
命
に

振
り
下
ろ
す
子
ど
も
た
ち
の
姿
を

見
て
、
私
の
カ
メ
ラ
を
持
つ
手
に

も
自
然
と
力
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
臼
と
杵
を
使
っ

て
家
庭
で
餅
つ
き
を
す
る
機
会
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
親
子
の
触

れ
合
い
も
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
保
護
者

と
触
れ
あ
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。（
編
）

編
集
後
記

[電力消費機器]　 長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く。

図
書
だ
よ
り

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-
２
８
１
１

白
ポ
ス
ト
に
つ
い
て

青
少
年
育
成
補
導

む
て
き
の
だ
ん
ご
む
し

　
　
　（
だ
ん
ご
む
し
　
し
ょ
う
ま
）

山
川
中
学
校　

高
橋　

祥
馬

ぼ
く
は
の
ろ
ま
の
だ
ん
ご
む
し

や
っ
ぱ
り

お
ち
ば
は
き
も
ち
い
い
な

ふ
ゆ
の
お
ち
ば
は

さ
い
こ
う
だ

は
る
に
な
っ
た
ら

そ
と
に
で
よ
う

で
も
そ
と
は

き
け
ん
が
い
っ
ぱ
い
だ

け
れ
ど
ぼ
く
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

だ
っ
て
ま
る
く
な
れ
る
か
ら

だ
っ
て
か
た
く
な
れ
る
か
ら

ぼ
く
は
む
て
き
の
だ
ん
ご
む
し

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植　

第
10
号
」よ
り

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
手
を
挙
げ
る　

子
ど
も
は
あ
な
た
を　

信
じ
て
る	
元
木　

紀
世
美
（
市
立
川
島
中
学
校
３
年
）
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慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。

●5,400円コース………
●6,480円コース……
●7,560円コース……

9品
11品
12品

大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

法要・ご会食プランのご案内

TEL.（0883）24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

●無料送迎バス（少人数可）
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きます。
●お弁当の宅配も承ります。

（各コース 税・サ込）料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）

バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載

し
て
み
ま
せ
ん
か

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/

●
問
い
合
わ
せ
　
市
企
画
財
政
課
　
☎
22-

２
２
２
１

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
バ
ナ
ー
広
告
と
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
画
像
を
貼
付
し
、
掲
載
を

希
望
す
る
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
企
業
の
宣
伝
や
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
な
ど
に
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。
申
し
込

み
方
法
や
掲
載
基
準
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
上
「
吉
野
川
市
の
広
告
事
業
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2016年（
平

成
28年

）2月
号

通
巻

137号
発

行
／

吉
野

川
市

　
編

集
／

総
務

部
企

画
財

政
課

〒
776-8611  徳

島
県

吉
野

川
市

鴨
島

町
鴨

島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w

.city.yoshinogaw
a.lg.jp/

E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再

生
紙

と
植

物
油

イ
ン

キ
を

使
用

。
広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
2
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